


金
沢
市
野
町
で
眼
科
を
開

業
し
て
い
る
牛
村
で
す
。
こ

の
た
び
石
川
県
保
険
医
協
会

の
機
関
紙
・
文
化
部
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
正
直
言
っ
て
こ

れ
ま
で
保
険
医
協
会
の
仕
事

に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
関

心
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
後
は
保
険
医
協
会
の

た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
立

ち
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。入

部
に
あ
た
っ
て
、
今
ま

で
あ
ま
り
読
ん
だ
こ
と
の
無

か
っ
た『
石
川
保
険
医
新
聞
』

を
読
ん
で
み
る
と
、
私
た
ち

が
定
期
的
に
目
に
す
る
医
師

会
の
機
関
紙
に
比
べ
、
先
生

方
の
趣
味
や
エ
ッ
セ
イ
な
ど

が
た
く
さ
ん
載
せ
ら
れ
て
お

り
、
『
石
川
保
険
医
新
聞
』

が
単
な
る
機
関
紙
と
い
う
よ

り
も
、
だ
れ
で
も
読
ん
で
楽

し
い
新
聞
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
楽
し
い
新
聞

が
つ
く
ら
れ
て
き
た
の
も
、

保
険
医
協
会
の
事
務
局
の
方

を
は
じ
め
、
機
関
紙
・
文
化

部
の
先
生
方
の
努
力
の
た
ま

も
の
と
思
い
ま
す
。

先
日
、
私
の
歓
迎
会
を
催

し
て
い
た
だ
き
、
機
関
紙
・

文
化
部
の
先
生
方
と
の
交
流

を
持
つ
機
会
が
あ
り
ま
し
た

が
、
高
松
会
長
を
は
じ
め
と

し
て
、
ど
の
先
生
も
非
常
に

親
し
み
や
す
く
、
部
全
体
が

ア
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

で
、
こ
の
よ
う
な
環
境
で
新

聞
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
こ

と
を
と
て
も
あ
り
が
た
く
思

っ
た
次
第
で
す
。

文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手

な
私
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら

本
当
に
新
聞
づ
く
り
な
ど
や

っ
て
い
け
る
の
か
非
常
に
不

安
で
す
が
、
一
人
で
も
多
く

の
方
に
こ
の
『
石
川
保
険
医

新
聞
』
が
読
ま
れ
、
役
立
て

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
機

関
紙
・
文
化
部
の
一
員
と
し

て
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
異
常
な
ほ
ど

の
晴
天
と
猛
暑
が
続
き
、
夜

に
な
っ
て
も
冷
房
を
切
る
こ

と
が
で
き
な
い
八
月
十
日
、

今
月
は
一
回
の
み
の
定
例
理

事
会
で
あ
る
。

報
告
記
事
で
は
ま
ず
、
上

半
期
の
協
会
と
有
限
会
社
ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
の
収
支
報
告
が

あ
り
、
滞
り
無
く
執
行
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
了
承
す

る
。経

営
・
共
済
部
か
ら
、
レ

セ
コ
ン
二
〇
〇
〇
年
問
題
へ

の
対
応
と
し
て
、
県
内
レ
セ

コ
ン
販
売
会
社
へ
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
依
頼
し
て
、
対
応
不

能
機
種
を
調
べ
る
こ
と
に
し

た
と
報
告
が
あ
る
。
こ
の
件

で
は
、
介
護
保
険
制
度
が
動

き
出
す
際
に
重
大
問
題
が
発

生
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
、

喜
多
理
事
が
予
想
を
述
べ
ら

れ
た
。

歯
科
部
の
『
歯
科
に
必
要

な
最
新
医
科
情
報
│
懇
談
会

講
演
録
│
』
が
、
い
よ
い
よ

八
月
二
十
八
日
に
完
成
し
、

歯
科
会
員
に
配
布
さ
れ
る
。

す
ば
ら
し
い
冊
子
で
あ
り
、

大
い
に
利
用
し
て
欲
し
い
。

学
術
・
保
険
部
か
ら
「
保

険
審
査
通
信
」
の
相
談
一
例

と
、
い
つ
も
な
が
ら
キ
メ
細

か
な
協
会
コ
メ
ン
ト
が
西
田

理
事
か
ら
提
示
さ
れ
、
全
理

事
に
よ
る
検
討
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
作
業
は
重
要
な
協

会
活
動
の
一
つ
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
し
、
会
員
に
と

っ
て
貴
重
な
資
料
に
な
る
と

思
っ
て
い
る
。

今
年
度
の『
病
院
マ
ッ
プ
』

が
完
成
し
、
全
会
員
に
無
料

進
呈
さ
れ
た
。
編
集
委
員
各

位
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
で
、

毎
年
内
容
が
充
実
し
、
利
用

価
値
の
高
い
本
に
育
っ
て
う

れ
し
い
。
介
護
保
険
関
連
、

国
際
高
齢
者
年
行
事
と
、
こ

の
と
こ
ろ
医
療
福
祉
部
は
多

忙
だ
が
、
担
当
理
事
、
事
務

局
と
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
が
ん
ば

っ
て
い
る
。

今
秋
か
ら
来
春
に
か
け
て

本
格
化
す
る
政
府
・
厚
生
省

の
医
療
改
革
・
介
護
保
険
制

度
に
関
し
て
、
次
々
と
最
新

情
報
が
飛
び
込
ん
で
き
て
応

接
に
い
と
ま
も
な
い
が
、
傍

観
し
て
い
る
わ
け
に
い
か
な

い
問
題
点
が
多
々
あ
り
、
協

会
と
し
て
、
北
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
や
保
団
連
と
連
携
し
な
が

ら
、
来
月
、
再
来
月
か
ら
気

を
引
き
締
め
直
し
て
、
諸
々

の
活
動
に
取
り
組
ま
ね
ば
な

ら
な
い
。
会
員
諸
氏
の
応
援

を
切
に
お
願
い
し
た
い
と
思

う
。

（
安
藤
　
記
）

第
八
回
理
事
会
は
、
梅
雨

が
明
け
た
猛
暑
の
中
で
行
わ

れ
た
が
、
終
始
、
会
長
の
強

力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
光

っ
た
。

報
告
事
項
で
は
、
核
戦
争

を
防
止
す
る
石
川
医
師
の
会

の
新
代
表
世
話
人
に
協
会
の

安
藤
副
会
長
が
就
任
し
た
こ

と
。
事
務
局
の
来
客
用
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
一
台
分
増
え
た

こ
と
。
二
〇
〇
〇
年
問
題
に

非
対
応
レ
セ
コ
ン
（
ソ
フ
ト

を
含
む
）
を
調
査
し
、
会
員

へ
情
報
提
供
す
る
こ
と
。
医

院
経
営
セ
ミ
ナ
ー
の
具
体
的

内
容
の
検
討
。
歯
科
の
サ
タ

デ
イ
ナ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
報

告
と
計
画
。
保
険
審
査
通
信

へ
の
協
会
の
コ
メ
ン
ト
の
検

討
と
今
後
柴
山
理
事
も
担
当

す
る
こ
と
。
一
九
九
九
年
度

『
病
院
マ
ッ
プ
』
が
も
う
す

ぐ
発
刊
さ
れ
る
こ
と
。
介
護

保
険
開
始
に
向
け
た
セ
ミ
ナ

ー
へ
の
講
師
派
遣
に
関
し

て
、
事
務
局
員
の
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
。
第
三
回
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
準
備

状
況
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。

協
議
事
項
で
は
、
日
医
に

患
者
負
担
増
反
対
を
再
プ
ッ

シ
ュ
す
る
よ
う
要
請
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
に
関
し

て
、
具
体
的
事
例
に
基
づ
い

た
企
画
を
計
画
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
他
、
社
保
協

や
社
会
福
祉
研
究
交
流
集
会

へ
の
賛
助
・
協
賛
を
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
。

最
後
に
、
小
川
理
事
の
消

化
器
内
視
鏡
学
会
発
表
に
端

を
発
し
た
石
川
県
保
険
医
協

会
の
英
語
に
よ
る
正
式
名
称

を
決
定
す
る
こ
と
が
合
意
さ

れ
た
。
若
手
理
事
の
活
躍
に

よ
り
、
石
川
協
会
が
確
実
に

発
展
し
て
い
る
こ
と
に
大
き

な
喜
び
を
感
じ
る
。
次
回
理

事
会
ま
で
に
名
称
を
発
表
で

き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
西
田
　
記
）

1999年国際高齢者年・WHOウォークイベント

世界と歩こう 10.2
今年は国連で定められた国際高齢者年です。ＷＨＯ（世界保健機構）では

「アクティブエイジング」をテーマとして、健康であることの大切さをアピール
するため、「世界でのウォークイベント」を呼びかけています。夜明けとともに、
ニュージーランド、オーストラリア、日本、韓国、中国…　と時間を追って世
界各地でウォークイベントが行われます。国連が提唱する「すべての年齢の人々
のための社会をめざして」、子どもからお年寄りまで、年をとることを祝って行
動するイベントです。
どこからでも、誰でも、何時からでも、参加できます。あなたも一緒に歩き
ませんか？

◆と き 10月2日（土）午後2時～午後5時
◆ところ 石川県教育会館／石川県中央公園

○WHOウォークいしかわ（午後2時集合）
・松ケ枝公園（松ヶ枝福祉館前）→南町→香林坊→石川県教育会館
・兼六園下（白鳥路入口）→沈床園→広坂通り→石川県教育会館
・国際高齢者年・日本NGOの「のぼり旗」や参加記念ワッペンを用意し
ます。

○第1会場：石川県教育会館2階大会議室（午後3時～午後5時）
・記念講演は「老親介護―こんなときどうする」の著者・川島淳子さん
です。
・写真家・田邊順一氏の写真展示コーナー
・国際高齢者年紹介コーナー（かべ新聞、リーフレットなど展示）
・国際高齢者年関連書籍、グッズの販売（参加記念ワッペン）
・介護保険相談コーナーや「介護保険に一言」落書きコーナー
・第３世界の民芸品ショップ

○第2会場：石川県中央公園（午後2時～午後3時）
・10月1日から介護保険の申請受付が始まります。介護保険の抜本的改
善を求めて、街頭宣伝、リレートーク、チラシ配布を行います。
・健康チェックコーナー（血圧測定、体脂肪率測定）や介護保険相談コ
ーナー。

○主 催／国際高齢者年石川NGO・石川県生活協同組合連合会

《連絡先》 石川県保険医協会 電話076‐222‐5373

石川県生活協同組合連合会 電話076‐264‐0550

新
・
編
集
部
員
の
ご
紹
介

牛村　繁（金沢市・眼科）

第9回理事会点描

歯科テキストを発刊
’99病院マップも

（8月10日・11人出席）

第8回理事会点描

保険医協会の
英語訳は!?

（7月27日・12人出席）

1999年 9月15日（毎月15日発行）（ 2）第328号　　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞



七
月
二
十
四
日
、二
十
五
日
、

第
四
十
回
社
会
医
学
研
究
会
総

会
が
石
川
県
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
、
多
彩
な
講
演

と
演
題
発
表
・
討
論
が
行
わ
れ

た
。そ

の
一
つ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン

ト
を
こ
え
て
」
に
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
の

で
概
要
を
報
告
す
る
。

座
長
は
、
服
部
真
氏
（
城
北

病
院
・
保
険
医
協
会
理
事
）
と

釣
谷
伊
希
子
氏（
金
沢
医
科
大
）

で
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
は
、
井
上

英
夫
氏
（
金
大
法
学
部
）、
堀

中
光
治
氏
（
日
糖
協
）、
藤
崎

和
彦
氏
（
奈
良
医
大
）
と
私
で

あ
っ
た
。

初
め
に
座
長
か
ら
、「
最
近
、

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト

（
以
下
Ｉ
Ｃ
と
略
記
）
は
特
定

の
医
療
行
為
に
限
ら
ず
、
医
療

全
体
が
患
者
の
自
己
決
定
を
尊

重
し
て
行
わ
れ
る
べ
く
、
重
視

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、

ど
の
程
度
前
進
し
て
取
り
組
ま

れ
て
い
る
か
、
患
者
が
主
人
公

と
な
る
医
療
は
い
か
に
す
べ
き

か
に
つ
い
て
、
各
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
の
問
題
整
理
と
提
案
を
期
待

す
る
」と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

井
上
英
夫
氏
か
ら
は
、「
健

康
権
・
医
療
保
障
と
Ｉ
Ｃ
」
と

題
し
て
、
健
康
権
、
医
療
保
障

の
原
理
・
原
則
に
始
ま
り
、
患

者
に
な
る
権
利
と
な
ら
な
い
権

利
、
患
者
の
権
利
法
の
諸
例
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
に

関
し
て
は
医
師
・
患
者
関
係
を

超
え
て
の
情
報
提
示
と
自
己
決

定
、
意
思
表
明
等
に
つ
い
て
の

理
論
的
な
講
義
が
な
さ
れ
た
。

私
か
ら
は
、「
患
者
さ
ん
と

仲
良
し
に
な
る
Ｉ
Ｃ
」
と
題
し

て
、
専
ら
医
療
現
場
か
ら
の
Ｉ

Ｃ
の
在
り
方
や
進
め
方
で
意
見

を
述
べ
た
。
要
旨
を
少
々
書
か

し
て
戴
く
と
、
医
療
側
か
ら
み

た
Ｉ
Ｃ
の
解
釈
と
方
法
を
述

べ
、
医
療
の
主
体
は
患
者
・
医

師
の
何
れ
で
も
な
く
、
共
同
し

て
よ
り
良
い
医
療
環
境
・
条
件

を
構
築
す
る
の
が
目
的
で
あ
る

と
話
し
た
。
参
考
資
料
と
し
て

保
団
連
の
「
開
業
医
宣
言
」
と

日
医
の
「
診
療
情
報
提
供
に
関

す
る
指
針
（
九
九
年
四
月
）
」

を
紹
介
し
た
。
私
見
と
し
て

「
実
力
の
あ
る
医
師
は
、
共
感

的
理
解
者
に
な
る
努
力
を
す

る
。
更
に
患
者
の
自
己
決
定
に

至
る
過
程
に
お
い
て
決
し
て
強

引
な
説
得
は
せ
ず
、
病
人
の
立

場
に
立
っ
た
助
言
を
行
う
。
患

者
の
心
身
と
社
会
生
活
ま
で
配

慮
し
た
全
人
的
な
医
療
こ
そ
臨

床
医
の
仕
事
と
思
う
」
と
話
し

た
。堀

中
氏
か
ら
は
、「
患
者
か

ら
期
待
す
る
Ｉ
Ｃ
」と
題
し
て
、

情
報
や
助
言
の
種
類
と
し
て
、

薬
剤
情
報
、
検
査
目
的
と
成
績

説
明
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

制
度
、
手
術
前
後
の
細
か
い
助

言
、
医
療
費
の
メ
ニ
ュ
ー
化
な

ど
を
希
望
さ
れ
た
。

藤
崎
氏
か
ら
は
、「
Ｉ
Ｃ
と

医
学
教
育
」
と
題
し
て
、「
医

療
記
録
の
開
示
を
す
す
め
る
医

師
の
会
」
世
話
人
で
あ
る
立
場

も
あ
っ
て
、
カ
ル
テ
等
開
示
の

実
践
方
法
や
、
模
擬
患
者
（
Ｓ

Ｐ
）
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
の
実
地
教
育

法
、
客
観
的
臨
床
能
力
試
験
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
こ
れ
ら

の
実
践
が
広
ま
れ
ば
、
医
療
の

密
室
性
を
打
破
し
、
医
療
費
の

無
駄
を
省
き
、
よ
り
良
き
診
療

報
酬
体
系
の
構
築
に
向
け
た
展

望
が
開
け
る
で
あ
ろ
う
と
力
説

さ
れ
た
。

以
上
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・

コ
ン
セ
ン
ト
に
関
す
る
今
回
の

ジ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
の
意
見
が
網
羅
さ

れ
た
社
会
医
学
研
究
に
ふ
さ
わ

し
い
会
合
で
あ
っ
た
と
思
う
。
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◆申込み 

石川県保険医協会まで 

安藤良一副会長がパネラーとして出席した
第40回社会医学研究会主催のシンポジウム

シンポジウム「インフォームド・コンセントをこえて」

外
科
・
消
化
器
科
開

業
会
員
よ
り
「
上
部
消

化
管
内
視
鏡
検
査
に
際

し
て
の
キ
シ
ロ
カ
イ
ン

ビ
ス
カ
ス
の
使
用
量
を

十
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
か

ら
十
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に
減
額
査
定
さ

れ
た
が
、
能
書
の
範
囲
内
で
あ
り
、

認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意

見
が
協
会
に
届
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、

今
回
は
、
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
剤
を
例
に

社
保
国
保
審
査
委
員
会
合
同
協
議
会

に
よ
る
自
主
規
制
（
？
）
に
つ
い
て

考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

石
川
基
金
で
は
、
一
定
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
の
必
要
な
診
療
内
容
に
関
し

て
は
、
社
保
国
保
審
査
委
員
合
同
協

議
会
の
結
果
に
従
っ
て
審
査
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
内
視
鏡
検
査
の
前
処

置
に
お
け
る
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
剤
の
一

回
使
用
量
に
関
し
て
は
、
平
成
九
年

一
月
の
社
保
国
保
審
査
委
員
小
委
員

会
の
結
論
と
し
て
、「
二
％
ビ
ス
カ

ス
は
十
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、
八
％
ス
プ

レ
ー
は
二
グ
ラ
ム
、
ゼ
リ
ー
は
十
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
ま
で
と
す
る
」
と
な
っ

て
お
り
、
石
川
県
医
師
会
よ
り
各
会

員
に
案
内
が
届
い
て
い
ま
す
（
平
成

十
一
年
四
月
十
九
日
石
医
業
発
第
二

十
一
号
）。
従
っ
て
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
ビ
ス
カ
ス
は
、

十
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
使
用
量

の
場
合
は
、
十
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
ま
で

減
額
査
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
同
協
議
会
の
結
果
と
は

い
え
、
能
書
に
記
載
さ
れ
た
使
用
量

を
さ
ら
に
少
量
使
用
と
す
る
よ
う
な

自
主
規
制
（
？
）
は
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
く
、
各
保
険
医
の
判
断
に
よ
っ

て
使
用
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

一
方
、
能
書
に
記
載
さ
れ
た
用
法

用
量
を
逸
脱
す
る
使
用
方
法
に
関
し

て
は
、
個
々
の
患
者
の
状
態
に
照
ら

し
て
、
十
分
な
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ

ン
セ
ン
ト
と
医
学
的
判
断
に
基
づ
い

た
主
治
医
の
責
任
に
お
い
て
慎
重
に

行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合

に
限
っ
て
、
個
々
（
特
別
）
の
例
と

し
て
、
逸
脱
し
た
使
用
方
法
の
必
要

な
理
由
を
注
記
す
る
な
ど
し
て
、
保

険
適
用
の
可
否
に
つ
い
て
審
査
委
員

会
の
判
断
を
仰
ぐ
と
い
う
の
が
正
常

な
保
険
審
査
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
、
用
法
用
量
を
逸
脱
す
る
よ

う
な
使
用
方
法
に
関
し
て
、
一
つ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、
合
同
協
議

会
の
協
議
結
果
が
存
在
す
る
べ
き
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
個
々
の
患
者

に
関
す
る
薬
剤
の
使
用
に
関
し
て
、

が
ん
じ
が
ら
め
に
縛
る
も
の
で
は
な

く
、
そ
の
こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要

な
患
者
に
対
し
て
は
、
一
件
一
件
慎

重
に
審
査
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
個
人

差
の
大
き
い
個
々
の
患
者
の
生
命
と

人
権
を
尊
重
す
る
立
場
か
ら
も
こ
の

こ
と
は
必
要
条
件
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
理
想
的
審
査
論
を
述
べ
て

も
現
在
行
わ
れ
て
い
る
審
査
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
、
保
険
医
協
会

は
、
一
件
一
件
の
査
定
・
返
戻
事
例

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

キ
シ
ロ
カ
イ
ン
剤
の
よ
う
な
問
題
が

存
在
す
る
以
上
、
合
同
協
議
会
の
結

果
（
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
）

そ
の
も
の
の
妥
当
性
に
つ
い
て
も
多

く
の
会
員
の
知
恵
を
集
め
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
石

川
基
金
の
審
査
内
容
が
向
上
す
る
よ

う
に
働
き
か
け
て
い
く
の
も
協
会
の

大
切
な
仕
事
に
な
っ
て
く
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

「
能
書
の
範
囲
」と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

キ
シ
ロ
カ
イ
ン
ビ
ス
カ
ス
の

使
用
量
を
め
ぐ
っ
て



今
年
の
記
念
講
演
は
、
東
北

大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教

授
の
日
野
秀
逸
先
生
を
講
師
に

む
か
え
て
、「
福
祉
国
家
へ
の

転
換
と
開
業
医
の
役
割
」
を
テ

ー
マ
に
行
わ
れ
た
。
以
下
、
そ

の
内
容
を
報
告
す
る
。

氏
は
ま
ず
、
昨
今
の
厚
生
白

書
や
経
済
戦
略
会
議
の
文
書
な

ど
で
頻
出
す
る
「
自
立
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
と
り
あ
げ
、

「
自
立
」
を
強
調
す
る
こ
と
で

社
会
保
障
リ
ス
ト
ラ
を
は
か
ろ

う
と
す
る
「
抜
本
改
革
」
路
線

に
異
を
唱
え
る
。

生
活
を
基
礎
付
け
る
原
理
は

何
も
「
自
立
」
だ
け
で
は
な
く
、

他
に
も
三
つ
あ
る
。
「
市
場
」

（
膨
大
な
人
々
の
要
求
に
効
率

的
に
対
応
）、「
協
同
」（
目
的

を
同
じ
く
す
る
人
達
が
自
発
的

に
手
を
つ
な
ぐ
、
例：

Ｎ
Ｐ

Ｏ
）、「
共
同
」（
あ
る
空
間
に

お
い
て
、
誰
も
が
必
要
な
共
同

事
務
を
行
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
、
例：

地
方
自
治
体
）
が

そ
れ
で
あ
る
。
社
会
福
祉
を
考

え
る
に
あ
た
っ
て
も
、「
自
立
」

の
み
を
強
調
す
る
の
で
は
な

く
、
他
の
原
理
を
あ
わ
せ
た
四

つ
の
原
理
全
体
に
目
を
配
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。

次
に
、
社
会
福
祉
と
「
自
立
」

と
の
関
係
で
あ
る
。
氏
は
、
社

会
福
祉
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
、
も
と
も
と
社
会
福
祉
と
は

自
立
し
た
く
て
も
で
き
な
い

人
々
を
対
象
に
生
ま
れ
た
も
の

で
、「
自
立
」
を
前
提
に
し
た

社
会
福
祉
な
ど
あ
り
え
な
い
と

論
理
を
展
開
す
る
。
個
人
を
共

同
体
か
ら
切
り
離
し
た「
近
代
」

に
お
い
て
、
自
立
し
た
近
代
社

会
の
構
成
員
に
な
れ
た
の
は
、

生
産
手
段
の
所
有
者
や
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
、
地
主
そ
の
他
の
財

産
所
有
者
に
限
定
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、

病
人
、
障
害
を
持
つ
人
な
ど
、

個
人
で
は
自
立
で
き
な
い
人
々

の
存
在
も
あ
っ
た
。
社
会
福
祉

と
は
、
こ
れ
ら
「
自
立
」
し
た

く
て
も
で
き
な
い
人
々
の
生
活

問
題
に
対
す
る
社
会
的
対
処
と

し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
社
会
福
祉
と

「
自
立
」
と
は
本
来
相
容
れ
な

い
考
え
方
な
の
で
あ
る
と
結
論

づ
け
る
。

以
上
の
社
会
福
祉
の
歴
史
を

踏
ま
え
た
上
で
、
日
本
に
お
け

る
社
会
福
祉
に
つ
い
て
の
分
析

が
続
く
。
そ
し
て
、
先
進
諸
国

と
比
較
し
て
日
本
に
お
い
て

は
、「
企
業
社
会
型
統
合
」
と

い
う
独
自
の
シ
ス
テ
ム
が
福
祉

国
家
の
成
熟
を
さ
ま
た
げ
た
と

す
る
。
「
企
業
社
会
型
統
合
」

の
基
礎
に
あ
る
の
は
、
年
功
型

賃
金
体
系
で
あ
る
。
こ
の
体
系

は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
い

て
発
生
す
る
生
活
問
題
の
多
く

を
、
企
業
が
提
供
す
る
「
賃
金
」

と
い
う
枠
内
に
お
い
て
対
処
さ

せ
る
。
そ
し
て
、
賃
金
に
よ
っ

て
福
祉
諸
制
度
を
一
部
代
行

し
、
全
体
と
し
て
は
福
祉
国
家

の
成
熟
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な

る
。
具
体
的
に
は
、
住
宅
政
策

に
代
わ
っ
て
住
宅
手
当
が
、
児

童
手
当
制
度
に
代
わ
っ
て
家
族

手
当
が
、
年
金
制
度
に
代
わ
っ

て
勤
務
年
数
に
連
動
す
る
退
職

金
が
そ
れ
ぞ
れ
機
能
し
て
い
た

た
め
に
、
福
祉
国
家
の
成
熟
を

妨
げ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
未
成
熟
な
ま

ま
、
八
十
年
代
半
ば
か
ら
の

「
新
保
守
」
を
基
礎
に
し
た
行

財
政
改
革
、
規
制
緩
和
路
線
が

ス
タ
ー
ト
し
、
日
本
に
お
け
る

社
会
福
祉
は
深
刻
な
危
機
を
迎

え
て
い
る
。

こ
の
情
勢
下
で
、
氏
は
、
い

ま
、
わ
が
国
の
現
実
に
根
ざ
し

た
、
ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
の

国
際
的
経
験
を
踏
ま
え
た
新
た

な
福
祉
国
家
論
が
必
要
で
あ
る

と
述
べ
る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は

次
の
四
つ
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、

①
女
性
の
負
担
の
上
に
成
り
立

つ
福
祉
国
家
で
は
な
く
、
②
戦

争
を
容
認
し
た
福
祉
国
家
で
は

な
く
（
財
源
を
武
器
輸
出
に
依

存
し
な
い
）、
③
環
境
を
破
壊

す
る
福
祉
国
家
で
な
く
（
経
済

成
長
に
依
存
し
な
い
）、
④
少

数
者
を
平
等
に
扱
う
福
祉
国
家

が
求
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
最
後
に
、
上
述
し

た
新
福
祉
国
家
構
想
に
お
い
て

開
業
医
に
期
待
す
る
も
の
を
次

の
よ
う
に
ま
と
め
た
。
①
平
和

の
維
持
、
②
貧
困
の
克
服
、
③

基
本
的
人
権
と
民
主
主
義
の
確

立
、
④
公
害
の
防
止
と
環
境
保

全
。
①
に
つ
い
て
は
、
反
核
医

師
の
会
が
、
②
は
病
気
と
貧
困

の
悪
循
環
を
断
つ
と
い
う
医
療

そ
の
も
の
が
、
③
と
④
は
保
団

連
、
保
険
医
協
会
に
よ
る
社
会

保
障
運
動
の
一
つ
一
つ
が
こ
れ

ま
で
も
役
割
を
果
た
し
て
き
た

し
、
今
後
も
大
い
に
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。

介
護
保
険
を
目
前
に
控
え

て
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
そ
れ

ぞ
れ
へ
の
、
地
域
に
お
け
る
医

療
従
事
者
の
関
わ
り
が
問
わ
れ

て
い
る
い
ま
、
具
体
的
な
開
業

医
に
対
す
る
役
割
の
提
示
は
非

常
に
意
義
深
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
氏
が
最
後
に
述
べ
た
、

「
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
開
業
医

に
は
、
そ
の
す
べ
て
を
統
合
す

る
「
富
士
山
」
タ
イ
プ
で
は
な

く
、
医
師
と
し
て
の
自
ら
の
専

門
を
立
ち
上
げ
つ
つ
保
健
、
医

療
、
福
祉
そ
れ
ぞ
れ
に
関
わ
る

「
八
ヶ
岳
」
タ
イ
プ
が
求
め
ら

れ
て
い
る
」
と
の
ま
と
め
は
、

保
険
医
協
会
の
地
域
福
祉
に
お

け
る
役
割
を
も
表
し
て
い
る
と

思
わ
れ
、
今
後
の
協
会
活
動
に

と
っ
て
も
非
常
に
示
唆
に
富
ん

だ
も
の
と
な
っ
た
。

福
祉
国
家
へ
の
転
換
と
開
業
医
の
役
割 

「
富
士
山
」で
は
な
く 

 
「
八
ヶ
岳
」で 

事
務
局
　
工
藤
　
浩
司 

医
療
「
抜
本
改
革
」で
医
療
は
ど
う
な
る
の
か 

薬
価
・
制
度
・ 

 

供
給
体
制
で
討
議 

理
　
事
　
服
部
　
真
（
城
北
病
院
・
産
業
医
療
科
） 
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特
別
講
座
「
医
療
抜
本
改
悪

で
医
療
は
ど
う
な
る
の
か
」
で

は
以
下
の
三
人
か
ら
問
題
提
起

が
さ
れ
た
。

一
、「
薬
価
制
度
を
真
に
改
革

す
る
た
め
に
」
津
田
理
事

一
九
九
七
年
八
月
、
政
府
与

党
協
議
会(

案)
の
薬
価
制
度
に

関
す
る
提
案
の
要
点
は
、
①
グ

ル
ー
プ
ご
と
の
薬
価(
参
照
価

格)

を
決
め
て
銘
柄
間
競
争
を

促
進
す
る
②
患
者
負
担
を
定
率

に
し
て
医
療
機
関
の
競
争
を
促

進
す
る
③
市
場
原
理
に
基
づ
く

薬
剤
価
格
④
質
の
悪
い
薬
剤
は

市
場
か
ら
排
除
し
、
質
と
価
格

に
よ
る
選
択
を
広
げ
る
⑤
画
期

的
新
薬
は
特
別
扱
い
を
し
て
研

究
開
発
を
促
進
す
る
、
で
あ
っ

た
。そ

れ
に
対
し
て
、
保
団
連
は

一
九
九
八
年
四
月
の
薬
価
改
定

で
、
薬
価
差
が
す
で
に
消
失
し

参
照
価
格
制
度
は
一
層
の
患
者

負
担
増
と
医
療
機
関
の
経
営
困

難
を
も
た
ら
す
と
し
て
反
対

し
、
日
医
は
医
薬
品
現
物
供
給

制
度
を
、
医
薬
品
業
界
は
自
由

価
格
制
を
主
張
し
た
。
厚
生
省

が
参
照
価
格
制
度
を
見
送
っ
た

背
景
は
、
米
国
政
府
、
米
国
製

薬
工
業
会
、
国
内
大
手
製
薬
企

業
か
ら
の
自
由
市
場
化
の
圧
力

と
国
内
の
反
対
署
名
で
あ
っ

た
。そ

の
後
、
自
民
党
は
現
行
の

銘
柄
別
薬
価
と
出
来
高
払
い
の

ま
ま
薬
価
差
を
解
消
し
、
医
療

費
の
一
部
負
担
に
加
え
て
薬
剤
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の
一
割
を
上
乗
せ
す
る
と
い
う

提
案
を
し
、
日
医
は
保
険
者
に

よ
る
「
医
薬
品
供
給
機
構
」
を

設
立
し
て
薬
価=

購
入
価
格=

保
険
請
求
価
格
と
し
て
薬
価
差

を
無
く
し
、
薬
剤
管
理
コ
ス
ト

は
診
療
報
酬
で
評
価
す
る
、
具

体
的
に
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
の

診
療
報
酬
改
定
で
同
一
成
分
内

に
複
数
銘
柄
の
あ
る
薬
剤
の
薬

価
に
つ
い
て
は
銘
柄
別
を
や
め

て
「
成
分
単
純
平
均
」(

二
〇

〇
一
年
か
ら
は
「
成
分
過
重
平

均(

医
療
費
減
少
額
三
千
八
百

億
円
│
製
薬
業
界)

」)

で
薬
価

を
決
め
、
Ｒ
幅
は
０
（
ゼ
ロ
）

と
す
る
と
い
う
提
案
を
行
っ

た
。
薬
価
差
を
解
消
す
る
と
医

療
費
の
減
少
額
は
四
千
七
百
億

円
（
厚
生
省
）、
八
千
五
百
億

円
（
製
薬
業
界
）、
九
千
九
百

十
八
億
円
（
日
医
）
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。
保
団
連
は
新
薬
と

効
果
や
副
作
用
が
問
題
な
薬
の

高
薬
価
を
改
め
る
こ
と
。
さ
ら

に
独
立
し
た
「
医
薬
品
監
視
機

構
」
を
設
置
し
て
薬
価
決
定
と

供
給
体
制
の
透
明
性
や
安
全
性

を
確
保
す
る
こ
と
が
先
決
と
主

張
し
て
い
る
。

二
、「
高
齢
者
医
療
制
度
の
見

直
し
に
つ
い
て
」
高
久
理
事

老
人
保
健
を
各
健
康
保
険
の

共
同
事
業
と
し
て
行
う
現
行
の

拠
出
金
制
度
に
つ
い
て
、
保
団

連
は
合
理
的
な
制
度
と
判
断
し

て
い
る
が
、
大
企
業
な
ど
の
健

保
組
合
が
多
額
の(

全
体
で
三

兆
円
以
上)

準
備
金
を
持
ち
な

が
ら
、
単
年
度
赤
字
を
理
由
に

拠
出
金
の
支
払
い
を
拒
否
す
る

健
保
が
現
れ
て
い
る
。
国
保
中

央
会
と
全
国
市
長
会
・
町
村
会

は
全
健
康
保
険
の
統
合
一
本
化

を
主
張
し
た
が
、
一
九
九
八
年

十
一
月
の
医
療
保
険
福
祉
審
議

保
団
連
の
第
二
十
九
回
夏
季
学
習
会
が
、
七
月
十
、
十
一
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
東
京
半

蔵
門
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
協
会
か
ら
医
師
、
歯
科
医
師

な
ど
あ
わ
せ
て
三
百
七
人
が
集
ま
り
、
石
川
協
会
か
ら
は
、
服
部
真
理
事
、
柴
山
真
介
理
事
、

工
藤
事
務
局
員
の
三
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
以
下
、
特
別
講
座
（
一
）「
医
療
『
抜
本
改
革
』

で
医
療
は
ど
う
な
る
」
を
服
部
理
事
か
ら
、
特
別
講
座
（
二
）「
が
ん
検
診
の
現
状
と
課
題
」

を
柴
山
理
事
か
ら
、
そ
し
て
記
念
講
演
「
福
祉
国
家
へ
の
転
換
と
開
業
医
の
役
割
」
を
工
藤

事
務
局
員
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
ま
す
。

（
5
面
に
つ
づ
く
）



会
企
画
制
度
部
会
で
は
以
下
の

二
案
が
具
体
的
に
検
討
さ
れ

た
。第

一
案
は
、
日
医
・
経
団
連

が
押
す
「
独
立
型
」
で
あ
る
。

対
象
を
七
十
五
歳
以
上
と
し
、

財
源
は
高
齢
者
の
保
険
料
と
一

部
負
担(

併
せ
て
一
割
程
度)

、

残
り
を
消
費
税
で
賄
い
、
政
管

健
保
へ
の
国
庫
負
担
は
廃
止
す

る
。第

二
案
は
、
日
経
連
・
健
保

連
・
連
合
が
押
す
「
つ
き
ぬ
け

型
」
で
あ
る
。
被
用
者
保
険
グ

ル
ー
プ
と
国
保
グ
ル
ー
プ
で
そ

れ
ぞ
れ
高
齢
者
医
療
の
費
用
を

負
担
す
る
。
被
用
者
年
金
二
十

年
以
上
の
老
齢
年
金
受
給
者

と
、
そ
の
家
族
を
対
象
に
全
国

一
本
の
「
退
職
者
健
康
保
険
」

を
創
設
し
、
七
十
歳
以
上
に
つ

い
て
の
財
源
は
三
割
の
公
費
負

担
、
一
割
の
定
率
一
部
負
担
と

年
金
に
か
か
る
保
険
料
（
政
管

健
保
の
保
険
料
率
を
使
用)

と

し
、
不
足
分
は
各
保
険
が
標
準

報
酬
按
分
で
負
担
す
る
。
国
保

の
国
庫
負
担
率
を
五
割
と
し
、

残
り
は
保
険
料
で
賄
う
。

現
行
制
度
を
維
持
し
た
場
合

に
比
べ
て
、「
独
立
型
」
で
は

政
管
健
保
の
保
険
料
の
み
増
加

し
、
他
の
保
険
料
は
軽
減
さ
れ

る
。「
つ
き
ぬ
け
型
」
で
は
国

保
の
保
険
料
が
激
増
し
健
保
組

合
の
保
険
料
は
激
減
す
る
。
い

ず
れ
も
高
齢
者
の
負
担
と
国
庫

負
担
の
大
幅
な
増
加
に
対
し
て

政
管
健
保
以
外
の
健
保
組
合
や

共
済
の
負
担
軽
減
を
も
た
ら

す
。
国
庫
負
担
を
消
費
税
に
求

め
る
場
合
に
は
消
費
税
が
持
つ

逆
累
進
性
に
よ
り
高
齢
者
を
含

む
低
所
得
層
の
負
担
が
一
層
強

ま
る
こ
と
に
な
る
。
厚
生
省
は

「
つ
き
ぬ
け
型
」
に
年
齢
調
整

(

各
健
保
の
年
齢
構
成
に
よ
る

リ
ス
ク
を
標
準
化
す
る)

を
行

う
折
衷
案
を
模
索
し
て
い
る
。

三
、「
医
療
供
給
体
制
の
改
革

に
つ
い
て
」
室
生
副
会
長

第
四
次
医
療
法
改
定
の
ね
ら

い
は
、
①
地
域
医
療
計
画
必
要

病
床
数
の
一
○
％
以
上
削
減
②

一
般
病
床
を
急
性
期
と
慢
性
期

に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
病

床
数
を
設
定
③
広
告
規
制
を
緩

和
し
、
診
療
所
は
原
則
自
由
④

カ
ル
テ
開
示
法
制
化
、
⑤
医
師

と
歯
科
医
師
の
臨
床
研
修
義
務

化
で
あ
っ
た
。

①
必
要
病
床
数
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
一
般
病
床

(

療
養
型
等
を
含
む)

は
百
二
十

五
万
床
で
五
万
床
が
過
剰
と
さ

れ
て
い
る
。
必
要
病
床
数
の
計

算
に
用
い
る
入
院
率
は
全
国
を

五
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
算

出
し
て
い
た
が
、
今
回
は
都
道

府
県
ご
と
に
各
県
の
入
院
率
か

全
国
の
平
均
入
院
率
の
低
い
方

の
値
を
用
い
る
。
そ
の
上
で
、

平
均
在
院
日
数
を
一
〇
％
削
減

し
て
必
要
病
床
数
を
算
出
す

る
。
従
っ
て
、
入
院
率
の
低
い

と
こ
ろ
で
一
〇
％
、
入
院
率
の

高
い
と
こ
ろ
で
は
一
〇
％
以
上

必
要
病
床
数
が
減
ら
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
年
平
均
の
入
院
率

を
用
い
る
こ
と
で
冬
場
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
等
で
は
病

床
が
足
り
な
い
状
況
が
生
ま
れ

る
危
険
が
あ
る
。

②
急
性
期
・
慢
性
期
の
区
分

に
つ
い
て
は
、
急
性
期
病
床
は

医
師
十
六
対
一
、
看
護
婦
二
・

五
対
一
、
薬
剤
師
七
十
対
一
、

病
床
面
積
新
設
は
六
・
四
㎡
以

上
、
既
設
は
当
面
五
・
０
㎡
以

上
、
入
院
期
間
三
カ
月
以
内
、

慢
性
期
病
床
は
医
師
四
十
八
対

一
、
看
護
婦
六
対
一
、
介
護
職

員
六
対
一
、
薬
剤
師
百
五
十
対

一
、
病
床
面
積
六
・
四
㎡
以
上

で
、
基
準
を
満
た
す
と
こ
ろ
か

ら
申
請
に
基
づ
き
認
定
し
、
二

年
後
に
は
す
べ
て
の
一
般
病
床

は
ど
ち
ら
か
に
区
分
さ
れ
る

（
そ
れ
以
外
は
廃
止)

。
経
過
措

置
と
し
て
三
年
（
僻
地
や
百
床

未
満
の
病
院
の
人
員
基
準
は
五

年)

の
猶
予
期
間
が
あ
る
が
、県

知
事
は
人
員
基
準
を
著
し
く
下

回
る
場
合
は
改
善
命
令
や
使
用

制
限
・
許
可
取
り
消
し
、一
定
期

間
以
上
利
用
さ
れ
な
い
病
床
に

つ
い
て
は
許
可
病
床
数
の
変
更

を
勧
告
で
き
る
。
区
分
が
完
了

し
た
二
年
後
か
ら
は
、
必
要
病

床
を
急
性
期
と
慢
性
期
に
分
け

て
そ
れ
ぞ
れ
全
国
一
律
の
病
床

利
用
率
で
割
っ
て
設
定
す
る
。

③
介
護
保
険
に
伴
っ
て
療
養

型
病
床
群
十
九
万
床
を
介
護
保

険
に
移
行
し
、
老
人
病
院
は
二

〇
〇
三
年
ま
で
に
実
質
的
廃

止
。④

カ
ル
テ
開
示
法
制
化
は
見

送
ら
れ
る
も
の
の
、
自
主
的
に

開
示
を
含
む
医
療
情
報
を
提
供

す
る
動
き
は
避
け
ら
れ
な
い
。

⑤
医
師
は
二
年
以
上
、
歯
科

医
師
は
当
面
一
年
以
上
、
大
学

病
院
か
臨
床
指
定
病
院
で
の
研

修
を
義
務
化
し
、
そ
の
間
の
医

療
行
為
や
責
務
は
通
常
の
取
り

扱
い
と
す
る
。
病
院
・
診
療
所

の
管
理
者
は
研
修
終
了
を
条
件

と
し
、
研
修
未
修
了
者
の
診
療

所
の
開
設
に
当
た
っ
て
は
許
可

が
必
要
。
研
修
医
と
指
導
医
の

費
用
は
国
及
び
医
療
保
険
の
双

方
が
負
担
す
る
。
研
修
目
標
は

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン

ト
や
医
薬
品
の
適
正
使
用
な
ど

Ｅ
Ｂ
Ｍ
に
基
づ
く
医
療
の
提
供

な
ど
の
観
点
か
ら
見
直
す
。
二

〜
三
年
の
猶
予
期
間
を
置
く
。

医
師
は
内
科
系
・
外
科
系
の
双

方
を
含
む
複
数
の
診
療
科
と
救

急
医
療
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置

付
け
る
と
共
に
、
病
院
群
や
研

修
施
設
群
に
よ
る
多
様
な
研
修

と
す
る
。
歯
科
医
師
は
現
行
の

「
単
独
研
修
」
及
び
「
複
合
研

修
」
を
基
本
と
す
る
。

二
日
目
の
特
別
講
座
「
が
ん

検
診
の
現
状
と
課
題
」
で
は
、

ま
ず
基
調
提
案
と
し
て
川
崎
美

栄
子
副
会
長
よ
り
、
が
ん
検
診

が
老
人
保
健
法
の
補
助
事
業
か

ら
は
ず
れ
一
般
財
源
化
し
た
こ

と
に
よ
り
、
多
く
の
地
方
自
治

体
で
検
診
事
業
が
後
退
し
て
い

る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
①
す
べ

て
の
実
施
自
治
体
に
お
い
て
、

国
が
掲
げ
る
が
ん
検
診
の
諸
目

標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
、
国

の
責
任
に
お
い
て
財
源
を
措
置

す
る
こ
と
。
②
当
面
は
、
従
来

通
り
が
ん
予
防
対
策
を
老
人
保

健
法
に
位
置
づ
け
る
と
と
も

に
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
。
と
い
う
保
団
連

が
厚
生
省
に
あ
て
た
「
が
ん
検

診
事
業
に
対
す
る
十
分
な
財
政

措
置
を
求
め
る
要
望
書
」
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
厚
生
省
「
が
ん
検

診
の
有
効
性
評
価
に
関
す
る
研

究
班
」
総
括
委
員
長
で
あ
る
久

道
茂
東
北
大
学
医
学
部
長
の
講

演
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
中
で
昨

年
三
月
に
出
さ
れ
た
同
研
究
班

の
報
告
書
「
が
ん
検
診
の
有
効

性
等
に
関
す
る
情
報
提
供
の
た

め
の
手
引
」
に
つ
い
て
、「
こ

れ
は
日
本
でe

vid
e
n
c
e

を
き

ち
ん
と
整
理
し
て
ま
と
め
あ
げ

た
初
め
て
も
の
で
、
老
人
保
健

法
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
き

た
五
つ
の
が
ん
検
診
の
有
効
性

に
つ
い
て
分
析
作
業
に
着
手
し

た
点
で
評
価
で
き
る
」
と
述
べ

ら
れ
た
。
こ
の
報
告
書
は
、
五

つ
の
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、
①

死
亡
率
減
少
効
果
、
②
検
診
の

精
度
、
③
検
診
に
伴
う
不
利
益

（
放
射
線
被
曝
な
ど
）、
④
費
用

対
効
果
に
つ
い
て
分
析
し
、
評

価
を
下
す
に
当
た
っ
て
は
、

「
最
も
重
要
な
も
の
が
死
亡
率

減
少
効
果
に
対
す
る
検
討
で
あ

る
」
と
の
立
場
か
ら
ま
と
め
ら

れ
た
。

死
亡
率
減
少
効
果
の
分
析
か

ら
有
効
性
の
認
め
ら
れ
た
の

は
、
大
腸
、
子
宮
頚
部
及
び
胃

検
診
で
あ
り
、
一
定
の
有
効
性

は
認
め
ら
れ
た
も
の
の
現
時
点

に
お
い
て
は
有
効
性
を
十
分
に

認
め
得
な
か
っ
た
の
は
、
乳
、

肺
、
子
宮
体
部
検
診
で
あ
る
と

し
た
。
こ
の
結
果
に
対
し
、
一

部
の
マ
ス
コ
ミ
が
「
が
ん
検
診

の
有
効
性
に
疑
問
」
な
ど
と
取

り
上
げ
、
が
ん
検
診
無
駄
論
ま

で
主
張
し
た
こ
と
に
ふ
れ
、
こ

の
報
告
書
は
、
全
体
と
し
て
は

が
ん
検
診
の
重
要
性
を
示
し
た

と
と
も
に
、
改
善
を
図
る
べ
き

問
題
に
つ
い
て
「
勧
告
」
な
ど

の
か
た
ち
で
提
示
し
た
も
の
で

あ
っ
て
、
検
診
の
無
効
論
を
結

論
し
た
も
の
で
は
な
い
と
、
検

診
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
た
。

そ
の
上
で
、「
検
診
の
有
効
性

を
検
証
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
の

持
続
的
把
握
や
方
法
論
の
研

究
、
有
効
性
を
一
層
高
め
る
た

め
の
検
診
の
在
り
方
の
検
討

や
、
よ
り
安
全
で
実
用
的
な
検

診
機
器
の
開
発
な
ど
を
す
す
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
述

べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
検
診
の
目
的
、
検

診
の
条
件
、
検
診
の
評
価
方
法

な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
講

演
は
終
了
し
た
。
講
演
後
フ
ロ

ア
か
ら
は
活
発
な
討
議
が
あ

り
、
が
ん
検
診
に
対
し
各
自
治

体
が
い
か
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
か
を
痛
感
し
た
。

（ 5）1999年 9月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可） 第328号石 川 保 険 医 新 聞

■1999年11月13日（土）・14日（日） 
■於  静岡・アクトシティー浜松 

●主催／保団連　●主務／東海ブロック協議会 

第14回 
保団連医療研究集会 

「21世紀への医療の創造 
 ─市民と共に医療と介護の充実を求めて」 

●メインテーマ 

11月13日（土） 
 ▼記念講演 「87年の人生から“人間の尊厳”を考える」 
 講師／映画監督  新藤  兼人 氏 
▼全国共同調査結果発表（17：00～17：30） 
 発表者／徳田　秋　医療研副実行委員長 
▼パネルディスカッション（17：30～19：30） 
●テーマ 「21世紀への医療の創造 
 ──市民と共に医療と介護の充実を求めて」 

11月14日（日） 
 

●参加申し込み 保険医協会までお電話で。 
 TEL（076）222‐5373（9月末日締切） 

分科会など 

（
4
面
の
つ
づ
き
）

が
ん
検
診
の
現
状
と
課
題 

死
亡
率
減
少
効
果
の 

 
重
要
視
を 

理
　
事
　
柴
山
　
真
介
（
金
沢
市
・
内
科
） 

特別講座〈1〉医療「抜本改革」で医療はどうなるのか



レ
セ
コ
ン
二
〇
〇
〇
年
問
題
へ
の
対
応
に
つ
き 

医
療
機
関
か
ら
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

ご
存
知
の
よ
う
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の「
西
暦
二
〇
〇
〇
年
問
題
」は
、日
を
追
っ
て
関
心

が
高
ま
り
、医
療
機
関
に
お
い
て
も
そ
の
具
体
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

最
近
、二
〇
〇
〇
年
問
題
を
理
由
に
レ
セ
プ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
買
い
替
え
や
高
額
の

改
定
料
金
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
相
談
が
保
険
医
協
会
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
当
会
で
は
県
内
の
レ
セ
コ
ン
販
売
会
社
に
対
応
策
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
り
、レ
セ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
対
応
策
を
調
べ
る
な
ど
、情
報
収

集
に
努
め
て
い
ま
す
。 

レ
セ
コ
ン
二
〇
〇
〇
年
問
題
で
お
困
り
の
先
生
は
、ぜ
ひ
保
険
医
協
会
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。 

レ
セ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
各
社
の
対
応
策
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
し
た
資
料
な
ど
を
お
送
り
し
ま
す
。 

本紙前号（8月号）掲載の『保険審査通信』に寄せられた一会員の意見

野々市町国保　平成11年５月診療分52歳男性

（診療開始日）

・左上腕骨内側上顆炎 11年４月19日

・右上腕骨外側上顆炎 11年４月19日 11年５月13日中止

・両足底腱膜炎 11年４月19日

・慢性関節リウマチ 11年５月13日

・胃炎 11年５月13日

該当月 11年５月 実日数　３日

リウマチ因子（RF定量）が過剰として減点された。

＜保険医協会のコメント＞
リウマチ因子の査定

慢性関節リウマチの病名があるにもかかわらずリウマチ因子（RF定量）が査定さ

れたものです。

本件レセプトを見ますと、一回の採血で、「IgG 型リウマチ因子精密測定」と「リ

ウマチ因子（RF定量）」が同時に算定されています。このような場合、石川基金整形

外科では、「医学的にみて、リウマチ因子（RF）の中に IgG 型リウマチ因子等が含

まれているので一回の採血で両者の同時測定は好ましくない。リウマチ因子スクリー

ニング検査（RA テスト）あるいはRF定量検査の結果、陽性になった場合はさらな

る検査として IgG 型リウマチ因子精密測定等をすることとする。この場合は、同一

月であっても構わない。（採血回数が２回なら両者の算定ができる）」というコンセン

サスで審査しているようです（HBsとHBeの時の考え方とよく似ている）。一種のロ

ーカルルールですが、実際の運用がこのようになされている以上、医会などから、情

報を仕入れておく必要があると思われます。

しかし、厚生省通達では、同一検体による定性、定量検査の同時実施は区分の異な

る場合なら算定できる（通則：一般的事項（５）平６.３.16保険発25、平10.３.16

保険発30）となっているので、（復活の可能性は低いと思われますが）このことを理

由に再審査請求してみるのも一法と思います。

保険審査通信　第125例

『保険審査通信』に寄せられた相談事例

＜保険審査通信に関する会員からの意見＞
８月15日の保険医新聞の『保険審査通信に寄せられた相談事例（第124

例）』における「協会のコメント」を読んで、たいへん奇異な印象を受けた

ので、メールします。

『貧血』と『体重減少』という「病名」で胃透視の施行理由を注記する必

要がないというのは、大きな間違いです。

レセプトの審査とは医療内容をチェックするものではなく、請求が適切

になされているかをみる極めて事務的なことなのです。医師である審査委

員は、貧血と体重減少があれば何故胃透視をしたかは簡単にわかります。

しかし、素人の事務員や、民間で委託を受けているいわゆる「削り屋」さ

んたちには理解できません。このレセプトを一次審査で通したら、必ず保

険者から再審査請求となって返ってきます。このレセプトを返戻した審査

委員は、そういう理由で返したのに違いありません。事務手続き上、 病名

が不適当であるというだけのことです。

そもそも『体重急減』という病名そのものが不適切であり、それだけで

返戻されても仕方がないくらいです。病名には「胃悪性腫瘍疑い」とでも

書くべきでしょう。

「あまりにもお粗末な返戻に呆気にとられています。」とのことですが、

お粗末なのは請求の仕方とそれに対する協会のコメントです。読んだとき

には「呆気にとられて」しまいました。

このような記事のために、レセプト審査に対する誤解や審査委員に対す

るいわれのない不信が広まることを危惧する次第です。

＜協会からの再コメント＞
本紙前号に掲載した「保険審査通信第124例」のコメントに対して、左

記の意見が寄せられました。このような反響があることは、協会として大

変ありがたいことですので、原文をそのまま掲載させていただくとともに、

協会としての考えを述べさせていただきます。

はじめに、一部不穏当な言葉遣いのあった点につきましては、お詫びい

たします。

さて、件（くだん）のコメントについては「保険医療機関及び保険医療

養担当規則」第14条に記されているとおり、医学の立場で診療し、その結

果をレセプトに表現したときに、どこまで記載すべきかというところで食

い違いがあるように思えます。最近の適応病名至上主義とも表現される状

態も投稿氏のおっしゃるような「事務的云々・・・」というところからき

ているように思えてなりません。協会の立場（素人の事務員でも削り屋さ

んでも審査委員でもありません）としては、審査機関には、医師としての

常識が通るような審査をしていただきたいと念願するものです。そして、

審査委員各氏には、膨大な量の再審査請求で大変だとは思いますが、多く

の保険医のためによりよき審査体制になるよう益々がんばっていただきた

くお願いするものです。

──『保険審査通信』へのご意見をお寄せください──
『保険審査通信』に関して、ご意見・ご要望・ご質問など、どんなことで

も協会までお寄せください。保険審査の改善のための意見交流ができれば

幸いです。

本紙前号（８月号）に掲載した『保険審査通信に寄せられた相談事例（第124例）』に対する「協会のコメント」は、医学常識にもとづいた

診療に対して、審査委員会が病名至上主義により返戻したことについて指摘したものです。会員から別紙のような意見が寄せられましたので、

「協会からの再コメント」と合わせて紹介します。

1999年 9月15日（毎月15日発行）（ 6）第328号　　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞



八
月
二
十
四
日
午
後
七
時
よ

り
厚
生
年
金
会
館
に
て
社
保
集

団
指
導
が
行
わ
れ
た
。
昨
年
、

指
導
大
綱
の
解
釈
の
大
幅
変
更

が
あ
っ
た
集
団
的
個
別
指
導
の

集
団
部
分
の
み
の
実
施
に
つ
い

て
、
石
川
県
に
お
け
る
状
況
を

経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

出
席
し
た
感
想
を
述
べ
ま
す
。

な
お
、
石
川
県
か
ら
の
指
導
の

案
内
は
、
単
に
集
団
指
導
に
出

席
す
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
こ
と
を
記
載
し
て
お
き

ま
す
。

指
導
は
、
型
ど
お
り
根
拠
法

令
の
紹
介
で
始
ま
っ
た
。
引
き

続
き
、
医
療
事
務
指
導
官
か
ら

医
療
保
険
の
財
政
事
情
が
逼
迫

し
て
い
る
と
い
う
お
話
が
四
十

分
間
（
い
ち
ば
ん
長
時
間
）
ほ

ど
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
使
っ

た
社
保
指
導
の
仕
組
み
に
つ
い

て
の
説
明
が
十
分
間
ほ
ど
あ
っ

た
。
こ
こ
で
は
、
ほ
と
ん
ど
平

成
八
年
の
指
導
大
綱
通
り
の
内

容
で
あ
っ
た
が
、
個
別
指
導
に

関
し
て
は
、
平
成
十
年
三
月
十

八
日
付
け
厚
生
省
保
険
課
長
通

知
の
内
容
を
ほ
ぼ
全
文
朗
読
す

る
よ
う
な
形
で
説
明
が
行
わ
れ

た
。
従
っ
て
、
十
分
間
の
話
か

ら
は
、
高
点
数
を
理
由
と
し
た

集
団
的
個
別
指
導
│
個
別
指
導

の
連
動
が
は
ず
れ
た
の
か
否
か

と
い
う
こ
と
を
確
実
に
理
解
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

石
川
県
か
ら
の
三
人
目
に
木

下
指
導
医
療
官
の
話
が
あ
っ
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社
保
集
団
指
導
体
験
記 

“
保
険
診
療
研
修
会‘

的
内
容
で 

“
保
険
診
療
研
修
会‘

的
内
容
で 

理
　
事
　
西
田
　
直
巳
（
金
沢
市
・
小
児
科
）

た
。
こ
こ
で
は
、
現
実
の
レ
セ

プ
ト
審
査
で
問
題
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
、
個
別
指
導
の
際
に

重
点
を
置
か
れ
る
と
こ
ろ
な
ど

に
つ
い
て
具
体
的
な
例
を
挙
げ

な
が
ら
か
な
り
詳
し
く
説
明
が

な
さ
れ
参
考
に
な
っ
た
。
話
し

ぶ
り
も
、
木
下
先
生
の
人
柄
が

随
所
に
出
て
お
り
聞
き
や
す
い

印
象
を
受
け
た
。

こ
こ
で
、
石
川
県
の
指
導
は

終
了
し
、
石
川
県
医
師
会
か
ら

の
話
が
二
十
分
間
ほ
ど
あ
っ

た
。
内
容
は
、
最
近
は
、
膨
大

な
量
の
保
険
者
か
ら
の
再
審
査

請
求
が
あ
り
、
加
え
て
医
療
機

関
か
ら
の
再
審
査
請
求
も
増
え

て
お
り
、
十
分
な
時
間
を
か
け

た
審
査
が
で
き
な
い
と
い
う
理

由
で
、
一
次
審
査
で
の
査
定
が

多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
。
提
出
さ
れ
た
資
料
に
は
、

査
定
事
例
が
載
っ
て
い
る
の
で

参
考
に
さ
れ
た
い
と
い
う
よ
う

な
こ
と
で
あ
っ
た
。

今
回
の
集
団
指
導
（
招
待
状

は
集
団
指
導
で
あ
る
）
は
、
昨

年
三
月
ま
で
の
集
団
的
個
別
指

導
と
異
な
り
、
直
接
医
療
費
の

節
約
を
要
請
す
る
よ
う
な
こ
と

も
な
く
、
保
険
診
療
研
修
会
と

い
っ
た
様
子
で
あ
っ
た
。
指
導

内
容
も
評
価
で
き
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
形
式
、
内

容
の
集
団
指
導
が
、
き
め
細
か

く
全
保
険
医
を
対
象
に
行
わ
れ

れ
ば
、
県
│
審
査
機
関
│
保
険

医
の
意
志
の
疎
通
も
深
ま
り
、

よ
り
よ
い
保
険
診
療
へ
と
続
く

も
の
と
思
わ
れ
た
。

介護保険施設・指定事業者等の手引 
── 保険医のための介護保険シリーズ 2 ── 

保団連発行出版物のご案内 

定価 3,000円 
会員特価 

1,500円 
（送料込み） 

介護保険法の施行日である2000年4月まで半年余りとなりました。要介護認定は来月から始ま

り、また、指定居宅介護支援事業者や指定居宅サービス事業者の指定も既に開始され、介護保

険施設の指定も迫ってきています。 

こうした中で、「介護保険指定事業者・介護保険施設等の指定に必要な基準は？」「どうやっ

て指定申請すればいいの？」「運営にあたって注意することは？」等々の疑問がでてきていること

と思われます。 

本書は、上記の疑問にこたえるために、指定基準・指定方法及び日常の運営要領についてわ

かりやすく解説したものです。 

会員の皆さんに配布ずみのシリーズ1「介護保険制度の要点とみなし指定事業者の手引」は

介護保険の概要と訪問看護などの「みなし指定」について概説したものです。みなし指定以外

の指定事業者や介護保険施設の申請を予定している医療機関は、シリーズ１とあわせて、是非

ともお買い求めの上、ご活用ください。（目次を下記に掲載していますので、参考にしてください。） 
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◆お申し込み…石川県保険医協会まで 
電話：076（222）5373  FAX：076（231）5156 
E-mail：ishikawa-hok@doc.net.or.jp.

保険医協会創立25周年記念 

第3回 
ドクターズ・ファミリーコンサート 
■と　き 9月23日（木・祝）午後2時半開場午後3時開演  
■ところ 石川県女性センター・ホール 

会員にはご招待券をお送りしました。 

会員作品展併催 ■主催 
石川県保険医協会 
/produced by Yoshiaki Kitayama

協会の共済制度をご利用下さい 
休業保障制度 
毎年4～5月受付 月24,000円の掛金で月1,440,000円の保障。 

グループ生命保険 
毎年5～6月受付 格安の掛金で、最高4,000万円まで加入できます。 

保険医年金制度 
毎年9～10月受付 高配当を維持、貯金型年金の決定版。 

第2休業保障制度（所得補償保険） 
 毎月受付 休業保障制度の上乗せとして。 
マルマル火災保険 
毎日受付 掛金がマルマル戻り、配当も付きます。 

年金担保融資制度 
毎日受付 保険医年金加入者の特典、最高1,000万円まで。 

（解答は15面）



1999年 9月15日（毎月15日発行）（ 8）第328号　　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

消化器疾患治療ガイドライン 

ルーチンの治療を改めて検証 
客観的立場で世界の文献を集約した国際的EBM治療マニュアル　第2弾 

第一線医療に役立つ 

著／オーストラリア治療ガイドライン委員会　編訳／医薬品・治療研究会 
Therapeutic Guideline: Gastrointestinal by Therapeutic Guideline Limited（Australia）�

月刊保団連 
臨時増刊号 
A5判180頁 
価格：2,600円 

好評の「抗生物質治療ガイドライン」と同様に、本ガイドラインもオーストラリアの医学界が世界中の文献をもとに、根拠に基
づく結論を導きだしたものである。たとえば、新しい治療薬が増えつつある消化性潰瘍では、抗潰瘍薬についての根拠に基づ
く解説とH.pyloriiの治療など治療法も整理されているのをはじめ、嘔気・嘔吐、便秘、commondiseaseに対しても医薬品治療
の可否を含めて多数の文献から得られた治療法が紹介されている。まさに大製薬企業のないオーストラリアならではの論旨が
明快なガイドラインである。日本の実情に合わせて適宜訳注が付記されているのも本ガイドラインシリーズの特徴といえよう。 

●お申し込みは 石川県保険医協会まで　TEL （076）222‐5373　FAX （076）231‐5156

◆世界の文献から得た学術情報を検証して得たデータに基づく（EBM）マニュアル 
◆巻末資料として妊婦・授乳婦への投薬上の注意 
◆薬用量の調整が必要な小児の消化器疾患はまとめて解説 
◆適正な医薬品治療を提言するTIP誌（医薬品・治療研究会）が監訳 
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会員特価：2,300円 
（送料込み） 

権利や自己決定権に対応するカルテ開示や診療情報の

提供であるならば、多くの患者が積極的にカルテ開示

や診療情報提供活用しなくてはならないと考える。

これまでのインフォームド・コンセントの取り組み

によって、患者が主人公となり医療従事者と共同で進

める医療に向かってどの程度前進しているのだろうか。

以下の３つの側面から点検をしてみる必要がある。

１：患者の知る権利を支えるためには、医師や医療

従事者が患者の健康や病気の状態とその原因につ

いて患者の能力・信条・性格等に合った説明をし

ているか。特に、医療側が計画的に、患者にとっ

て良くない情報（bad news）を患者が正確に理

解できるように伝え、その後の患者の変化を支え

る力を訓練しているか。また、患者が説明を理解

する力、分かるまで説明を求めたり質問する力、

悪い事態を受け入れ立ち向かう力をつけるための

援助が日常的にされているか。

２：患者の自己決定権を支えるためには、治療しな

い場合の病気の自然経過や複数の治療案の効果や

副作用、身体的・精神的・社会的・経済的負担

についてのエビデンスが正確に示され、患者が第

三者に相談できるセカンドオピニオンの制度が普

段から利用されているか。

３：医療を患者と医療従事者の共同作業としてすす

めるためには、事実や情報を正確に共有し、お互

いの認識や意思を理解し合うことが大切であり、

患者のプライバシーにかかわる項目について患者

が確認して訂正や追加ができるように平素から共

同作業を積み重ねているか。

3）シンポジウム「“インフォームド・コンセント”を越えて」

７月25日に金沢で開催された第40回社会医学研究

会で、シンポジウム「“インフォームド・コンセント”

を越えて」が行われ、石川県保険医協会から安藤副会

長がシンポジスト、私が座長として参加した。私が上

記の問題意識を述べた後、シンポジストや会場から以

下のような議論が展開された。

金沢大学法学部の井上教授は、「インフォームド・

コンセントの根底にあるのは国民の健康権である。こ

れまでの自由権や生存権などの基本的人権は個人の尊

厳が国家権力などに犯されないようにという消極的人

権として理解されてきたが、健康権は一歩進んで人生

の主人公は自分であるという積極的人権の一つである。

医療が患者・住民の健康権を支援する取り組みである

ことを常に確認していくこと、患者の自己決定権では

医師の提案を拒否する権利が最も重要であり、患者が

選べる選択肢として出来る限り最高の選択肢が提示さ

れていることが大切である」とインフォームド・コン

セントの背景にある患者の健康権についての理解を強

調した。

安藤副会長は、保団連と日本医師会のインフォーム

ドコンセントやカルテ開示に対する見解を紹介し、「患

者の決定権やカルテの開示や訂正を求める権利を認め

る一方で、医療従事者がこれらの責任を果たすために

は、医療従事者自身の人権や利益も保証されることが

必要である。良い説明や患者との間に良い関係を作れ

ない医師は臨床医としての実力がない証拠であり、医

師は患者に対して謙虚で、やさしく、共感的理解者に

なる努力を続けなければいけない。患者の肉体、精神、

社会背景を含んだ全人的医療こそが臨床医の仕事であ

り、患者が気軽に医師に質問や意見が言える仲の良い

関係を作っていくことが大切である」と、インフォーム

ドコンセントは臨床医の基本的な仕事であると述べた。

日本糖尿病協会石川県支部の堀中光治氏は、日ご

ろ医師に聞きたいと思っていた質問リストを提示し、

投薬、検査、慢性疾患管理、手術後のフォロー、診療

料金などについて医療側からの説明が不足していた事

例を基に、医師－患者関係の未熟さが患者側に不利益

もたらすことを具体的に述べた。一方で、患者側から

も自分たちの声が医療行政に反映されるよう働きかけ

ることや、患者が医師に質問したり自己決定をする力

をつけることも必要であり、そのためにも患者会活動

が有用であると述べた。

奈良県立医科大学衛生学の藤崎和彦氏は、「インフ

ォームドコンセントには医師－患者間に信頼というバ

ックグラウンドを築くことが基本であるが、相手の気

を悪くさせないようにしたいという日本人のコミュニ

ケーションの特性が医師の説明不足につながっている。

患者に悪いニュースを伝える（bad news telling）訓

練がされておらず、がっかりさせないようにごまかし

て伝えるか、事務的に伝えて後は知らないというスタ

イルか、患者の理解力を考慮せず、ただひたすら熱心

にしゃべる続けるスタイルが多い。患者がどのような

選択をしようとも患者に寄り添い支えつづけることが

医師や医療従事者の責務であり、その専門家にならな

ければばならない。医師や医療従事者がロールプレイ

などを通して患者ともに悩みながら援助する過程を経

て、信頼関係をつくりあげる訓練が必要である」と医

師や医療従事者教育におけるコミュニケーション技術

の重要性を主張した。

会場から、インフォームド・コンセントを含む患者

の健康権の観点から、医療を点検し医療の質を標準化

するためのチェックリストが必要であり、ISOの品質

管理の手法から学ぶべきであるという指摘がなされた。

また、患者の自己決定にともなう責任の所在について

質問があり、シンポジストから「患者が医師の思いと

異なる決断をした場合、患者の自己責任が基本である

が医療従事者にも患者の決定を尊重し寄り添って支え

る責任があるし、途中で方針を変えることが出来る余

地を残すことが大切」との意見が述べられた。

インフォームド・コンセントを進めるためには、医

学教育の改善を含めて医療機関や医療従事者の取り組

みを一層加速するだけではなく、国民が医療の主人公

となる力を付ける運動として取り組む必要がある。国

民が医療の主人公となることは、高度に専門化された

複雑な医療システムを民主的に管理運営することにも

つながり、政治や市場経済を含む社会全体を民主的に

管理運営する一歩進んだ民主主義を担う力をつけるこ

とにも通じると思う。石川の保険医協会として、会員

が取り組んでいるインフォームド・コンセントの様々

な工夫を紹介して交流しながら、カルテ開示を含む診

療情報提供とインフォームド・コンセントが前進する

ような取り組みをしていきたい。シンポジウム「“インフォームド・コンセント”を越えて」
安藤会長もパネラーとして出席（7月25日）

（9面からつづく）
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Inform-al-ed（私が知って）E（えらく）B（びっくりした）M（ものがたり）
：情報公開と科学的根拠に基づく医療の話 その4（最終回）

●保団連EBM学習会及び診療情報提供実践交流集会（1999年4月24～25日、新宿三省堂文化会館）＆社会医学研究会
全国総会（1999年7月24～25日、石川県社会教育センター）の世話人準備会に参加して

4）生活改善や環境改善より薬の方がエビデンスを作りやすい

エビデンスの元となる研究として無作為比較試験の

評価が最も高い。研究のために患者に一定量の薬と偽

薬を無作為に投与することは比較的容易であるが、定

量的な生活改善や環境改善と偽りの改善を住民に無作

為に施すことは不可能に近い。複数の生活指導のうち

のどれか一つを無作為に行って効果を比較する方法が

試されており、ある程度は有効であるが、指導の不均

一性や指導相互の干渉など効果判定が薬程厳密にはで

きない。環境改善の効果判定は生活指導以上に困難で

あり、ごく少数の人に対して実験室を使って効果を見

ることはできるが、現実の環境改善の効果とは異なる

ことが多い。特に、地域全体や国全体に効果が及ぶ社

会的施策については、比較する対照を他の地域や国か

ら選ぶしかなく、施策以外の要因の影響を除くことが

困難である。また、効果が出るまでには施策以外の要

因も変化するために施策独自の効果が検出しにくい。

従って、薬に比べて生活改善や環境改善等の効果はエ

ビデンスになりにくい。

しかし、薬に比べて生活改善や環境改善はより根本

的な治療法である上に、改善効果が多くの人に及ぶた

めに一人ひとりに対する効果が小さくても集団として

は非常に大きな効果をもたらす。高血圧を例にとると、

高血圧者の血圧を平均して境界域にまで下げる降圧剤

をある地域全体の高血圧者の半数に投与し続けた場

合、理論上その地域の脳血管疾患による死亡を約５%

減らすことができるが、その集団全体の平均血圧をわ

ずか２mmHg低下させることができれば脳血管疾患に

よる死亡を約６%減らすことができる。これはインタ

ーソルトという国際共同研究で確認されている。ある

薬が血圧を平均して20～30mmHg下げる効果がある

か否かを確認する研究を実施することは容易であるが、

ある社会施策が地域全体の平均血圧を２mmHg低下さ

せる効果があるかどうかを厳密に確認する研究は困難

を究める。

高脂血症の薬に循環器疾患死を減らすエビデンスが

あると宣伝されているが、エビデンスが確認された対

象患者の特性（人種、性、コレステロール値、HDLコ

レステロール値、他の合併症の有無など）を明確にす

る必要があり、そのような治療を社会全体に広めた場

合の経費や問題点についても併せて検討すべきである。

この点については、全国保険医新聞８月号を参照され

たい。エビデンスが認められた場合は同様の効果を示

す他の薬剤や手段との費用対効果を検討すること、例

えば、循環器疾患を減らすためにカナダなどで取り組

まれた国家ぐるみで喫煙を減らす宣伝や適切にプログ

ラムされた運動療法などとの費用対効果の比較が必要

である。薬のエビデンスだけが強調されるのは問題が

ある。

5）医療制限の口実にさせず、質の向上を目指す運動に取

り組もう

EBMが医療現場の判断や社会政策の立案を支援す

るために利用可能な最善の根拠を提供するという当初

の目的と離れて、根拠がはっきりしない医療には保険

の支出をしないという口実に利用されている。EBMが

世界的に急速な広がりを見せ、日本でも厚生省が音頭

をとって対応しようとしている背景には、紛れも無く

医療費の削減に効果的であるという思惑がある。

これまで見てきたように、EBMは医療や医療従事

者の質を上げるために極めて重要な取り組みであり、

実践しなければならないと考えるし、医療費の高騰を

防ぎ、医療の効率を高める努力も必要である。しかし、

EBMの推進者が述べているように、医療の効率向上

や医療費の削減は医療や医療従事者の質が向上した結

果としてもたらされるものであり、未だ不完全なエビ

デンスを金科玉条のごとく医療を制限することに用い

るのは本末転倒である。

薬の認可では効果があり重大な副作用や相互作用が

無いという明らかなエビデンスを求めることが必要で

ある一方で、個別の医療行為では安全性に問題がなけ

れば個別性に対応できるトライ・アンド・エラーが認

められるべきである。２割の人にしか効かない薬があ

る特定の個人に対しては効果があり、８割の人に効果

がある薬がその個人に効かないことは決して希な現象

ではない。また、心不全に対するβブロッカーの効果

などの例を挙げるまでもなく、臨床場面でのトライ・

アンド・エラーとその徹底した観察から多くの有用な

知見が生まれている。

ＷＨＯが有名な健康の定義をよりダイナミックな状

態としてとらえるよう改定を検討している（今年の総

会では改訂が見送られた）。医療も当然画一的ではな

くダイナミックな対応が要求される。EBMを硬直化し

たエビデンスやガイドラインとしてとらえるのではな

く、最善の根拠に基づき医療を行い、その結果を評価

して最善の根拠を更に充実させていくという本来のダ

イナミックなEBMを推進する運動を石川保険医協会

として進めていきたいと思う。手始めに保団連から出

されている抗菌剤や消化器用薬剤のガイドラインをた

たき台にした日常診療に役立つ学習討論会を企画した

いと考えている。

7.インフォームド・コンセントと医療情報の開示
1）インフォームド・コンセントやカルテ開示は時代の流れ

医療を行う上で患者に対するインフォームド・コン

セントの重要性が指摘されてから久しく、医療の現場

ではインフォームド・コンセントの証となる様々な承

諾書の類が増えてきている。最近ではインフォーム

ド・コンセントが危険性のある特定の医療行為に限ら

ず、医療全体が患者の自己決定権を尊重して行われる

ように、診療情報全体を患者に知らせるカルテ開示の

動きも活発になっている。

厚生省が設置した「カルテ等の診療情報の活用に関

する検討会」が1998年６月に報告書を発表した。検

討会が設けられた経過について報告書は以下の３点を

挙げている。

１：患者の自己決定及び医療従事者と患者が共同し

て疾患を克服する視点が重視され、インフォーム

ドコンセント（充分な情報を得た上での患者の選

択、拒否、同意）の理念に基づく医療の重要性

が強調されている。

２：「諸外国における診療情報の開示請求を認める

立法やいわゆる個人情報保護法の制定、各地の地

方公共団体における個人情報条例等の制定の動き

などを受けて、個人情報の自己コントロールの観

点からも診療情報の提供を求める声が高まりつつ

ある。

３：「医薬品による健康被害の再発防止対策につい

て」、「国民医療総合政策会議中間報告」、与党医

療保険制度改革協議会の「21世紀の国民医療」

や厚生省の「21世紀の医療保険制度」などでも、

診療情報の患者への提供及びその検討を行うこと

の必要性がしばしば指摘されてきた。

この報告書では、診療情報の提供や診療記録の開示

等を法制化すべきであるとされたが、医師会などが診

療記録の開示は自主的な倫理規範によるべきであると

して法制化に反対し、診療録開示の法制化はしばらく

見送られることになりそうである。この間、法制化の

是非について様々な団体が見解を発表して活発な議論

が行われたが、カルテの開示を含む診療情報の提供と

インフォームド・コンセントについて自主的に推進すべ

きであるという点では合意がなされてきており、様々

な形で診療情報の提供やカルテ開示の取り組みが進ん

できた。法制化されるかどうかは別として、カルテ開

示を含む医療情報の提供は時代の流れとなっている。

Medical Tribune（1998.11.5～12.24）のシリ

ーズ「どう進めるカルテ開示」には、以下のような各

地の様々な取り組みが紹介されている。

＊名古屋市の病院の外科病棟が毎朝の回診前の２～３

時間、カルテを患者に預ける方法でカルテの開示を

始め、他の科にも拡がっている経験。

＊大阪の守口市のクリニックが「私のカルテ」と名づ

けられた薬・検査所見・療養指導などを記入した患

者用のノートを患者に渡して活用している経験。

＊兵庫の姫路市のクリニックが既往歴・輸血歴・アレ

ルギー・現病歴をまとめた病歴カードを作成し、患

者に渡している経験。

＊埼玉の公立病院が患者による外来カルテの搬送を始

めたり、静岡の病院がガン患者に対するカルテ開示

やセカンドオピニオンの勧めを始めた経験。

＊世田谷区のクリニックがカルテの開示だけではなく、

患者が直接カルテに記入する取り組みを始めた経験。

＊金沢市の病院が病状説明書・慢性疾患説明書などの

複写式説明書を活用し、入院患者にはこれらをファ

イルした「マイカルテ」を渡している経験や診療録

管理士や診療録委員会による診療録監査システムの

経験。

＊金沢の大学病院や亀田市の病院が電子カルテにより

患者へ診療情報を公開したり、院内外の医療従事者

間の情報共有にも活用している経験。

詳しくは、「医師のための医療情報開示入門」医療

記録の開示を進める医師の会編集,金原出版,1999を

参照されたい。

2）インフォームド・コンセントの課題と展望

上記のカルテの開示を決めた病院でも実際の開示請

求は少なく、1974年の「連邦プライバシー法」や

1985年の「統一医療情報法」で診療録の開示が法制

化されている米国でも現実の開示請求は少ないとされ

ている。開示請求が少ないことに関して、かえって信

頼が増すから訴訟やトラブルになるケースが少なく開

示請求は増えないという説明がされているが、インフ

ォームド・コンセントの本来の目的である患者の知る

城北病院　服部　真

（8面につづく）
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フォース・バンド／MJFハイスクール・バンド／フ

ィールド・ハラー・オーケストラ

世
界
三
大
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
モ
ン
ト

レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
和
倉
で
開
催
さ
れ
て
も
う

十
一
年
を
迎
え
る
。
七
月
三
十

日
の
ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
夫

婦
、
友
人
、
仲
間
と
い
っ
し
ょ

に
ジ
ャ
ズ
を
聴
き
、
ビ
ー
ル
、

ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
語
り
合

っ
た
。
異
文
化
と
の
交
流
も
楽

し
く
、
片
言
の
英
語
で
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。
隣
の
ジ
ャ
ズ

好
き
と
意
気
投
合
し
た
り
、
写

真
を
撮
り
合
っ
た
り
し
た
。
待

合
室
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
て

聴
き
に
来
て
く
れ
た
患
者
さ
ん

第2弾  

モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・ 

 

イ
ン
・
能
登 

本
番
よ
り
も
前
夜
祭
が
面
白
い 

小
島
　
登
（
内
灘
町
・
歯
科
） 

も
喜
ん
で
く
れ
た
。

ジ
ャ
ズ
は
難
し
く
な
い
。
そ

れ
は
理
解
す
る
も
の
で
は
な

く
、
聴
く
も
の
で
す
ら
な
い
。

ジ
ャ
ズ
は
、
そ
の
リ
ズ
ム
に
身

を
ま
か
せ
、
ひ
た
す
ら
バ
イ
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
味
わ
う
も
の
。

そ
し
て
、
ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン

こ
そ
、
も
っ
と
も
リ
ッ
チ
な
ジ

ャ
ズ
空
間
で
す
。
そ
れ
は
誰
も

が
理
屈
ぬ
き
に
楽
し
め
る
、
文

字
通
り
の
お
祭
り
で
す
。
高
校

生
、
ア
マ
チ
ュ
ア
、
プ
ロ
の
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
が
同
じ
空

間
に
次
々
と
織
り
な
す
お
も
し

ろ
さ
は
、
ほ
か
で
は
味
わ
え
な

い
醍
醐
味
で
す
。
緊
張
し
た
高

校
生
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
サ
ッ

ク
ス
に
頑
張
れ
と
声
援
を
送

り
、
真
夏
の
暑
い
夜
に
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
奏
者
ポ
ピ
ー
・
シ
ュ
ー

の
ラ
テ
ン
リ
ズ
ム
に
酔
い
し

れ
、
オ
ー
ハ
ッ
ピ
ー
デ
イ
の
合

唱
で
盛
り
上
が
り
、
平
田
先
生

の
独
唱
は
最
高
だ
っ
た
。

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
に
声
を

か
け
る
友
人
や
、
カ
メ
ラ
、
ビ

デ
オ
に
一
生
懸
命
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
お
母
さ
ん
、
友
人
の

録
音
に
真
剣
な
ア
メ
リ
カ
の
高

校
生
が
い
た
り
し
て
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
う
ち

に
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
、
も
っ

と
ゴ
ス
ペ
ル
が
聴
き
た
か
っ
た

が
、来
年
の
楽
し
み
と
し
よ
う
。

サタデイ・ナイト・ セミナーは、歯科会員による歯科会員のためのセミナーです。
セミナーに希望するテーマなどがありましたら、どんどん協会までお寄せ下さい。 

TEL 076‐222‐5373
（歯科部） 

り
上
が
っ
た
。

最
後
に
歯
周
病
や
顎
関
節
症

な
ど
の
睡
眠
中
に
引
き
起
こ
さ

れ
る
悪
化
に
つ
い
て
、
歯
科
医

と
心
療
内
科
医
と
の
相
互
理
解

と
協
調
が
必
要
で
あ
る
と
の
認

識
で
一
致
し
た
。

Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
　
桂

戴
作
監
修
『
心
療
内
科
の
す
べ

て
が
わ
か
る
本
』
の
一
読
を
お

勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
右
下
に

「
ス
ト
レ
ス
の
症
状
が
自
分
で

つ
か
め
る
│
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

三
十
項
目
」
（
一
九
八
六
年
、

桂
戴
作
博
士
に
よ
る
／
石
川
精

神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
作
成
リ

ー
フ
『
ス
ト
レ
ス
時
代
を
生
き

る
』
よ
り
転
載
）
を
掲
載
し
ま

し
た
。
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か

が
。

和倉温泉「あえの風」で開かれたジャムセッション
（7月30日）

第3弾  
「
心
の
時
代
」
だ
か
ら
こ
そ
知
っ
て
お
き
た
い 
 

心
療
内
科
の
こ
と
を 

ス
ト
レ
ス
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ 

小
島
　
登
（
内
灘
町
・
歯
科
） 

書
店
で
ふ
と
手
に
し
た
心
療

内
科
の
本
か
ら
企
画
が
走
り
、

あ
っ
と
い
う
間
に
セ
ミ
ナ
ー
の

日
を
迎
え
た
。
企
画
し
た
私
も

驚
く
く
ら
い
、
多
数
の
参
加
が

あ
り
、
会
議
室
は
超
満
員
に
な

っ
た
。

心
療
内
科
を
訪
れ
る
症
例
や

自
分
で
つ
か
め
る
ス
ト
レ
ス
症

状
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
、

こ
こ
に
出
席
す
る
よ
う
な
ま
じ

め
な
方
が
ス
ト
レ
ス
を
一
番
受

け
や
す
く
、
程
度
を
越
え
る
ス

ト
レ
ス
が
い
ろ
い
ろ
な
症
状
を

引
き
起
こ
す
こ
と
を
分
か
り
や

す
く
説
明
さ
れ
た
。

ま
た
、
講
師
の
加
藤
先
生
自

身
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
で
あ
る

「
宴
会
療
法
」
と
呼
ぶ
、
愚
痴

を
言
葉
に
し
て
発
散
す
る
方
法

や
開
き
直
り
法
が
紹
介
さ
れ

た
。歯

科
診
療
室
に
も
心
の
ト
ラ

ブ
ル
を
抱
え
て
来
院
す
る
患
者

さ
ん
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
器
質
的
な
異
常
が
み
ら

れ
な
い
が
、
不
安
を
訴
え
る
患

者
さ
ん
も
増
え
て
き
て
い
る
。

患
者
さ
ん
と
ど
う
向
き
合
い
、

心
の
悩
み
を
医
師
が
一
緒
に
な

っ
て
ど
ん
な
具
合
に
解
決
し
て

い
く
の
か
、
ま
た
、
本
人
の
気

持
ち
や
感
情
を
理
解
し
、
さ
ら

に
は
、
本
人
も
気
づ
か
な
い
問

題
を
浮
き
彫
り
に
し
、
自
分
自

身
で
決
断
で
き
る
支
援
体
制
も

整
え
た
い
。

後
半
は
歯
ぎ
し
り
の
対
策
、

不
眠
症
、
睡
眠
剤
、
病
気
に
対

し
て
後
ろ
向
き
な
人
、
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
に
消
極
的
な
人
に
つ
い

て
熱
気
溢
れ
る
質
疑
応
答
に
盛

講師の加藤佐敏先生（8月28日・協会会議室）

1999年 9月15日（毎月15日発行）（10）第328号　　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

ストレスの症状が自分でつかめる－チェックリスト
最近1ヵ月くらいの間で、あなたにつぎのような兆候がありませんか。思いあたる項目をチ
ェックし、◯をつけてみましょう。（ ）内は、項目の内容がわかりにくいときのために、さ
らにくわしく説明したものです。

1 頭がスッキリしない（頭が重い）
2 眼が疲れる（以前に比べると眼が疲れることが多い）
3 ときどき鼻づまりすることがある（鼻の具合がおかしい）
4 目まいを感じることがある（以前は全くなかった）
5 ときどき立ちくらみしそうになる（一瞬、クラクラッとすることがある）
6 耳鳴りがすることがある（以前はなかった）
7 しばしば口内炎ができる（以前に比べて口内炎ができやすくなった）
8 のどが痛くなることが多い（のどがヒリヒリすることがある）
9 舌が白くなっていることが多い（以前は白くなかった）
10 今まで好きだったものをそう食べたいとも思わなくなった（食物の好みが変わってき

ている）
11 食物が胃にもたれるような気がする（なんとなく胃の具合がおかしい）
12 腹がはったり痛んだりする（下痢と便秘を交互にくり返したりする）
13 肩がこる（頭が重い）
14 背中や腰が痛くなることがある（以前はあまりなかった）
15 なかなか疲れがとれない（以前に比べると疲れがたまりやすくなった）
16 このごろ体重が減った（食欲がなくなる場合もある）
17 何かするとすぐ疲れる（以前に比べると疲れやすくなった）
18 朝、気持ちよく起きられないことがある（前日の疲れが残っているような気がする）
19 仕事に対してやる気が出ない（集中力がなくなってきた）
20 寝つきが悪い（なかなか眠れない）
21 夢を見ることが多い（以前はそうでもなかった）
22 夜中の1時、2時ごろに目がさめてしまう（そのあと寝つけないことが多い）
23 急に息苦しくなることがある（空気が足りないような感じがする）
24 ときどき動悸を打つことがある（以前はなかった）
25 胸が痛くなることがある（胸がキュッとしめつけられるような感じがする）
26 よくカゼをひく（しかもなおりにくい）
27 ちょっとしたことでも腹が立つ（イライラすることが多い）
28 手足が冷たいことが多い（以前はあまりなかった）
29 てのひらやわきの下に汗の出ることが多い（汗をかきやすくなった）
30 人と会うのがおっくうになっている（テレビなども見る気がしない）

◯の数が、5以下（ほぼ正常です）6～10（軽いストレス状態で、休養や軽い運動、レクリ
エ－ションが必要です）11～20（ストレス状態にあるので、先のようなストレス解消法のほ
か、専門医に相談することが望まれます）21～30（かなりのストレス状態で、専門病院での
受診が必要です）

－1986、桂戴作博士による－



今
年
の
七
月
二
十
七
日
、
一

九
九
九
年
度
の
総
会
で
運
営
委

員
長
（
代
表
）
に
選
出
さ
れ
た

中
村
裕
と
、
設
立
か
ら
の
中
心

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
須
戸
哲
の
二

人
が
東
京
へ
出
か
け
ま
し
た
。

こ
の
日
、
新
宿
区
障
害
者
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
る
「
全
国
自
立

生
活
セ
ン
タ
ー
協
議
会
」
の
常

任
委
員
会
に
出
席
す
る
た
め
で

す
。

会
を
設
立
し
て
六
年
目
。
五

年
目
に
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
を

名
乗
っ
て
、
名
実
と
も
に
障
害

者
の
自
立
生
活
を
支
援
す
る
と

い
う
事
業
を
具
体
化
し
始
め
ま

し
た
。
し
か
し
、
全
国
レ
ベ
ル

で
の
認
知
を
受
け
る
た
め
に
は

こ
の
協
議
会
の
会
員
に
な
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
会
員
に
は
正

会
員
・
準
会
員
・
未
来
会
員
の

段
階
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ヒ

一
九
九
八
年
四
月
、
金
沢
市

内
に
常
設
の
事
務
所
を
開
所
。

同
時
に
移
送
サ
ー
ビ
ス
「
ハ
ー

ト
フ
ル
キ
ャ
ブ
運
行
委
員
会
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
公
共
交
通

機
関
で
の
移
動
が
困
難
な
方
た

ち
の
支
援
を
始
め
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
当
初
、
十
人
程
度
の

車
椅
子
の
方
た
ち
が
利
用
し
て

い
た
の
が
、
翌
年
に
は
高
齢
者

や
視
覚
障
害
の
方
た
ち
も
利
用

を
始
め
、
利
用
会
員
は
四
十
人

を
越
え
て
い
ま
す
。
一
九
九
八

年
九
月
に
は
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
「
ハ
ー
ト
相
談
室
」
を

開
設
し
、
障
害
を
持
つ
人
や
そ

の
家
族
の
困
り
事
相
談
を
車
椅

子
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
二
人
で
始

め
ま
し
た
。
設
立
当
初
か
ら
行

っ
て
い
た「
街
づ
く
り
探
検
隊
」

は
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
点
検
評
価

委
員
会
」
と
し
て
継
続
的
、
組

ア
リ
ン
グ
の
た
め
に
東
京
に
呼

ば
れ
た
の
で
す
。
結
果
は
未
来

会
員
・
準
会
員
を
飛
び
越
し
て

い
き
な
り
正
会
員
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
六
年
間
の
活
動
実
績

が
評
価
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
会
が
発
足
し
た
の
は
一

九
九
四
年
五
月
。
現
在
の
会
員

数
は
障
害
を
持
つ
人
、
持
た
な

い
人
合
わ
せ
て
約
百
八
十
人
。

石
川
県
の
障
害
者
福
祉
の
あ
り

さ
ま
や
現
状
の
活
動
に
物
足
り

な
さ
を
感
じ
て
い
た
障
害
を
持

つ
人
た
ち
と
、
そ
の
人
た
ち
を

支
援
し
よ
う
と
い
う
市
民
の
人

た
ち
が
集
ま
り
、
八
カ
月
ぐ
ら

い
の
準
備
期
間
を
費
や
し
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
目
的
は
障
害

を
持
つ
人
た
ち
の
社
会
参
加
と

自
立
支
援
の
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
、
そ
れ
を
通
じ
て
社
会
の

あ
り
さ
ま
を
も
う
一
度
市
民
の

人
も
含
め
た
み
ん
な
で
考
え
る

機
会
に
す
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
一
九
九
七
年
、
結

成
四
年
目
で
活
動
は
マ
ン
ネ
リ

化
し
、
会
と
し
て
の
活
動
も
活

気
を
失
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
と
き
降
っ
て
湧
い
た
よ
う
な

話
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
二

十
四
時
間
テ
レ
ビ
「
愛
は
地
球

を
救
う
」
か
ら
車
椅
子
ご
と
乗

り
込
め
る
福
祉
車
両
の
贈
呈
が

決
ま
っ
た
の
で
す
。
任
意
団
体

で
は
小
規
模
作
業
所
を
除
け

ば
、
石
川
県
で
始
め
て
の
贈
呈

に
な
り
ま
し
た
。
会
が
自
然
消

滅
す
る
の
は
時
間
の
問
題
と
考

え
て
い
た
中
村
と
須
戸
は
、
こ

の
機
会
に
も
う
一
度
、
会
の
活

性
化
を
図
ろ
う
と
走
り
回
り
ま

し
た
。

織
的
な
事
業
へ
と
展
開
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
以
外
に
も
、
外
出
や
生

活
を
応
援
す
る
人
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）
を
派
遣
す
る
事
業
や
、

そ
の
事
業
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
養
成
す
る
講
座
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

常
設
事
務
所
を
持
っ
て
一

年
。
外
か
ら
は
幅
広
い
事
業
展

開
で
順
風
満
帆
に
見
え
る
の
で

す
が
、
現
実
は
財
政
（
お
金
）

と
い
う
大
き
な
壁
に
突
き
当
た

っ
て
い
ま
す
。
福
祉
車
両
二
台

の
維
持
費
だ
け
で
年
間
五
十
万

円
。
事
務
所
の
経
費
を
合
わ
せ

る
と
百
万
円
以
上
の
お
金
が
必

要
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
申
請

を
今
年
度
内
に
行
い
ま
す
が
、

そ
れ
も
財
政
を
潤
す
こ
と
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
民
間
の
非
営
利

団
体
で
も
、
社
会
的
に
公
益
性

の
あ
る
事
業
に
財
政
的
な
評

価
・
支
援
を
し
て
く
れ
る
時
代

が
早
く
来
る
こ
と
を
祈
る
ば
か

り
で
す
。
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公費負担医療等の手引 

①公費負担医療制度毎に、対象者、対象疾患、所得制限、担当する医

療機関、申請手続、給付内容、一部負担、請求方法、支払方法の順

番に分かりやすく解説。 

②極めて複雑化してきた、老人保健と公費負担医療制度の併用や結核

予防法、特定疾患医療、精神保健福祉法、更正医療の費用負担、請

求方法について、具体的な実例を示し、レセプト記載見本・費用の

負担区分のグラフをできるだけ掲載。 

③見落としがちな点について、ワンポイントアドバイスの欄を設けま

した。 

■ 販売価格 ＝ 定価　3,000円のところ会員特価1,500円 
■ 発行予定 ＝ 9月下旬 

●お申し込みは石川県保険医協会まで 

TEL076‐222‐5373  FAX076‐231‐5156

特　徴 

①第1章「医療保険制度」、第2章「医療保険の諸給付」、第3章「医

師法・医療法」、第4～9章「各種公費負担医療制度」、第10章「そ

の他の制度」から構成。 

②第4～9章「各種公費負担医療制度」については、老人、児童・母子、

身体・精神障害、原爆・戦傷病者、特に定められた疾患を、それぞ

れまとめて掲載。 

③各都道府県別の福祉医療の実施状況、医師の届出義務一覧などを掲載。 

構　成 石川県保険医協会 

保険医年金 

◎募集期間中は担当生保の募集員が会
員医療機関を訪問させていただきます。 

今年度募集を開始しました 
── 申込受付期間 ── 

TEL 076‐222‐5373 
 

■お問い合わせ・お申し込みは協会事務局へ 

詳しくは案内チラシをごらん下さい。 
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お
サ
ル
先
生
に
は
チ
ャ
ッ
カ

リ
し
た
所
が
あ
る
。

「
こ
れ
か
ら
は
病
診
連
携
の

時
代
だ
」
な
ど
と
言
っ
て
、
大

病
院
の
オ
ー
プ
ン
・
ク
リ
ニ
カ

ル
・
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
に
出
て

は
同
世
代
の
先
生
方
に
「
も
し

訪
問
診
療
に
な
る
患
者
さ
ん
が

い
た
ら
、
う
ち
で
診
さ
せ
て
下

さ
い
」
と
お
願
い
し
て
回
る
。

ち
ょ
う
ど
い
い
具
合
に
Ａ
総
合

病
院
の
内
科
の
Ａ
先
生
か
ら
、

近
所
の
九
十
六
歳
の
女
性
を
訪

問
診
療
し
て
も
ら
え
な
い
か
、

と
電
話
で
依
頼
が
あ
っ
た
。

（
し
め
し
め
、
Ａ
総
合
病
院

に
か
か
っ
て
い
る
患
者
な
ら
、

い
ざ
と
い
う
時
い
つ
で
も
入
院

さ
せ
て
も
ら
え
る
し
、
な
に
せ

複
数
の
主
治
医
が
い
る
と
い
う

の
は
気
分
的
に
も
楽
だ
。
寄
ら

ば
大
樹
の
陰
、
と
は
こ
の
こ
と

だ
）「

喜
ん
で
お
受
け
し
ま
す
」

と
ふ
た
つ
返
事
で
Ｏ
Ｋ
す
る

と
、
翌
日
早
速
、
息
子
さ
ん
が

紹
介
状
を
持
っ
て
や
っ
て
来

た
。患

者
は
カ
ニ
江
さ
ん
と
い
っ

て
、
名
前
を
見
た
時
ち
ょ
っ
と

イ
ヤ
な
予
感
が
し
た
が
、
Ａ
先

生
の
紹
介
状
に
は
「
当
院
の
診

断
は
糖
尿
病
と
神
経
因
性
膀

胱
。
超
高
齢
者
で
多
少
老
人
性

痴
呆
が
あ
り
ま
す
が
よ
ろ
し

く
」
と
あ
る
。
同
居
し
て
い
る

息
子
さ
ん
は
八
人
兄
弟
の
末
っ

子
だ
と
い
う
が
、
大
変
も
の
腰

の
柔
ら
か
い
紳
士
的
な
、
ち
ょ

っ
と
気
持
ち
悪
い
く
ら
い
言
葉

遣
い
の
丁
寧
な
人
だ
っ
た
。

そ
の
夜
、
外
来
診
療
を
終
え

て
か
ら
往
診
す
る
と
、
最
近
建

っ
た
新
し
い
大
き
な
家
だ
っ

た
。“

カ
ニ
江
ば
あ
さ
ん‘
は
ニ

コ
ニ
コ
と
居
間
の
ふ
と
ん
の
上

に
座
っ
て
お
り
、
と
て
も
家
族

に
大
切
に
さ
れ
て
い
る
様
子
が

伺
わ
れ
る
。
息
子
さ
ん
は
開
口

一
番
、「
最
近
歩
き
に
く
く
な

っ
た
の
で
リ
ハ
ビ
リ
を
や
っ
て

頂
け
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
。

「
は
あ
？
　
リ
ハ
ビ
リ
で
す

か
？
」
九
十
六
歳
の
カ
ニ
江
ば

あ
さ
ん
は
腰
が
曲
が
っ
て
上
体

が
ほ
ぼ
直
角
に
折
れ
て
い
る
。

（
息
子
さ
ん
の
母
を
思
う
気
持

ち
も
分
か
ら
ん
で
は
な
い
）
お

サ
ル
先
生
は
ち
ょ
っ
と
考
え
て

か
ら
「
そ
れ
で
は
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
指
示
書
を
出
し

て
、
リ
ハ
ビ
リ
を
中
心
に
や
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
ょ

う
」
と
告
げ
た
。

一
週
間
ほ
ど
し
て
、
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
担
当
ナ
ー

ス
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
カ
ニ

江
さ
ん
は
歩
行
器
で
歩
く
練
習

を
さ
せ
て
欲
し
い
と
希
望
さ
れ

て
い
る
が
、
転
倒
し
そ
う
で
危

な
い
。
し
か
も
早
く
歩
け
る
よ

う
に
毎
日
来
て
欲
し
い
と
い

う
」と
困
っ
た
様
子
。
と
り
あ
え

ず
訪
問
看
護
は
週
に
三
回
が
限

度
で
あ
る
こ
と
を
納
得
し
て
も

ら
い
、
転
倒
し
て
骨
折
で
も
し

た
ら
モ
ト
も
コ
も
な
い
こ
と
を

少
し
ず
つ
分
か
っ
て
い
た
だ
く

し
か
な
い
で
し
ょ
う
、
と
い
う

こ
と
で
話
し
合
い
が
つ
い
た
。

一
カ
月
ほ
ど
し
て
、
カ
ニ
江

ば
あ
さ
ん
が
朝
か
ら
吐
い
て
ぐ

っ
た
り
し
て
い
る
と
連
絡
が
あ

り
、
急
い
で
往
診
。
血
圧
が
低

く
脱
水
状
態
が
考
え
ら
れ
た
の

で
、
Ａ
総
合
病
院
の
Ａ
先
生
に

往
診
先
か
ら
電
話
で
入
院
を
お

願
い
し
た
。
と
こ
ろ
が
電
話
の

向
こ
う
で
Ａ
先
生
は
「
今
日
は

ボ
ク
の
外
来
担
当
日
で
は
な
い

の
で
、
ち
ょ
っ
と
困
る
。
そ
れ

に
症
状
が
嘔
吐
な
ら
消
化
器
だ

と
思
い
ま
す
か
ら
、
消
化
器
内

科
の
外
来
と
相
談
し
て
も
ら
え

ま
せ
ん
か
」
と
の
こ
と
（
オ
イ

オ
イ
、
う
そ
だ
ろ
。
Ａ
先
生
に

頼
ま
れ
て
往
診
す
る
こ
と
に
な

っ
た
患
者
だ
ぞ
！
）。
お
サ
ル

先
生
は
目
を
シ
ロ
ク
ロ
さ
せ
て

一
旦
電
話
を
切
っ
て
、
消
化
器

外
来
に
つ
な
い
で
も
ら
い
、
そ

の
日
の
担
当
の
先
生
に
何
と
か

交
渉
し
て
入
院
さ
せ
て
も
ら
う

こ
と
に
な
っ
た
。
Ａ
先
生
の
名

誉
の
た
め
に
、
と
い
う
か
、
Ａ

先
生
に
悪
い
よ
う
な
気
が
し
た

の
で
、「
Ａ
先
生
か
ら
ご
紹
介

い
た
だ
い
た
」
と
は
言
わ
ず
に

「
お
宅
の
病
院
の
内
科
に
か
か

っ
て
い
る
患
者
さ
ん
を
た
ま
た

ま
往
診
し
た
」
と
い
っ
た
ニ
ュ

て
し
た
こ
と
な
ん
で
す
よ
！

も
う
こ
ん
な
徘
徊
す
る
よ
う
な

人
は
入
院
さ
せ
な
い
で
下
さ

い
！
」
と
泣
き
出
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
看
護

婦
全
員
か
ら
口
を
聞
い
て
も
ら

え
な
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

こ
の
時
、
お
サ
ル
先
生
は

「
口
は
災
い
の
も
と
」「
痴
呆
老

人
に
は
気
を
つ
け
よ
う
」
そ
し

て
「
カ
ニ
は
天
敵
だ
」
と
学
習

し
た
の
で
あ
っ
た
（
こ
の
連
載

の
伏
線
に
は「
サ
ル
カ
ニ
合
戦
」

が
あ
る
と
は
、
あ
ま
り
の
バ
カ

バ
カ
し
さ
に
筆
者
の
見
識
を
疑

う
？
）。

お
サ
ル
先
生
は
、
つ
く
づ
く

痴
呆
老
人
の
入
院
は
難
し
い
な

ア
、
病
診
連
携
は
甘
く
は
な
い

な
ア
、
今
回
の
ケ
ー
ス
は
勉
強

に
な
っ
た
な
ア
、
と
前
向
き
に

受
け
止
め
る
こ
と
に
し
た
の
だ

が
、
こ
れ
で
話
し
は
終
わ
る
わ

け
が
な
い
。

以
下
、
次
号
。

石川県保険医協会 石川県保険医協会 

医院経営セミナー 医院経営セミナー 
長引く不況が国民の家計に不安な影をおとしていますが、医院の経営状況もまた、たそがれ時か、夕暮れ時を

むかえています。特に昨年の社保本人の2割自己負担は、働き盛りの急性・慢性患者の受診抑制を確実に引き起
こしました。医院への受診人口は減少し、度重なる診療報酬の切り下げにより、医院経営はますます厳しさを増し
ています。 
来年度に実施されようとしている医療制度の抜本改革は、まだ全体像がつかめませんが、老人患者の定率負担

による自己負担増も確実視され、患者にとっては医療機関にかかりにくく、医院にとっては一層経営を圧迫するも
のとなることが予想されています。また同時に4月より実施される介護保険制度も在宅医療への参画を考慮して
も経営的プラス要因はとても考えられません。 
今回、医院経営がややマンネリ化し、医院見直しを迫られている中堅開業医を対象に、医院経営セミナーを企

画しました。質疑応答の時間も設けましたので、ぜひご参加下さい。 

■テーマ ／ 医院経営の見直しと具体策 

■講　師 ／ 全国保険医団体連合会参与　神奈川県保険医協会顧問税理士  益子  良一 氏 

■と　き ／ 10月16日（土） 午後6時半～午後9時 

■ところ ／ 金沢都ホテル 5階 兼六の間 

■参加費 ／ 会員医療機関＝無料　未入会医療機関＝３，０００円 

電話：076（222）5373　Fax：076（231）5156 
E-mail：ishikawa-hok＠doc-net.or.jp

◆申し込み先 石川県保険医協会 ◆協賛 有限会社ヒポクラテス 

在
宅
医
療
に
関
す
る
 

 
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

在
宅
医
療
で
感
じ
た
喜
怒
哀
楽
や
ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

保
険
医
協
会
に
お
寄
せ
下
さ
い
。
 

取
材
の
上
、こ
の
欄
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

っ
た
。
当
の
看
護
婦
の
表
情
は

み
る
み
る
変
わ
り
「
先
生
を
夜

中
に
起
こ
す
の
が
悪
い
と
思
っ

ア
ン
ス
で
話
し
を
し
て
い
る
自

分
が
イ
ヤ
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
カ
ニ
江
ば
あ
さ
ん

が
入
院
し
て
内
心
ち
ょ
っ
と
ホ

ッ
と
し
た
お
サ
ル
先
生
で
あ
っ

た
が
、
五
日
も
し
な
い
う
ち
に

「
退
院
し
て
来
ま
し
た
の
で
、

ま
た
ヨ
ロ
シ
ク
」
と
の
こ
と
。

翌
日
訪
問
す
る
と
、
そ
の
日
は

息
子
さ
ん
は
出
張
で
不
在
で
、

お
嫁
さ
ん
が
ブ
ー
ブ
ー
言
っ
て

い
る
。
曰
く
「
カ
ニ
江
ば
あ
さ

ん
は
ニ
コ
ニ
コ
し
て
は
点
滴
を

引
き
抜
く
。
看
護
婦
さ
ん
が
刺

し
直
す
と
、
ま
た
引
き
抜
い
て

ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
。
手
を
縛

っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
れ

ど
も
、
う
ち
の
病
院
は“

縛
ら

な
い
方
針‘

だ
と
い
っ
て
、
私

に
ず
っ
と
手
を
押
さ
え
て
い

ろ
、
と
い
う
ん
で
す
よ
」

Ａ
総
合
病
院
は
完
全
看
護
じ

ゃ
な
い
の
？
と
言
う
と
、
夜
勤

の
看
護
婦
は
二
人
し
か
い
な
い

の
だ
か
ら
痴
呆
老
人
の
ご
家
族

に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
、と
の
こ
と
。

ど
う
や
ら
持
続
点
滴
を
し
て
い

る
間
、
お
嫁
さ
ん
は
一
晩
中
カ

ニ
江
ば
あ
さ
ん
の
手
を
押
さ
え

て
う
た
た
寝
し
て
い
た
ら
し

い
。お
嫁
さ
ん
が
音
を
上
げ
て
、

頼
ん
で
退
院
さ
せ
て
も
ら
っ
た

よ
う
な
形
だ
。
カ
ニ
江
ば
あ
さ

ん
は
意
外
と
元
気
そ
う
で
ニ
コ

ニ
コ
し
て
い
る
。

そ
う
い
え
ば
、
痴
呆
老
人
の

入
院
は
看
護
婦
さ
ん
も
大
変
な

ん
だ
よ
ね
、
と
お
サ
ル
先
生
は

昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い

た
。
以
前
に
勤
務
し
て
い
た
Ｂ

病
院
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
カ
ニ

崎
さ
ん
と
い
う
軽
い
痴
呆
の
あ

る
七
十
六
歳
の
女
性
が
、
便
秘

し
て
お
な
か
が
は
っ
て
苦
し
い

と
頻
回
に
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
す
る

た
め
、
夜
勤
の
中
堅
の
看
護
婦

が
気
を
き
か
せ
て
自
分
の
判
断

で
下
剤
二
錠
を
飲
ま
せ
る
こ
と

に
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
く
ら
い

で
夜
中
に
お
サ
ル
先
生
に
コ
ー

ル
し
て
は
か
わ
い
そ
う
、
と
思

っ
て
し
た
親
心
。
と
こ
ろ
が
し

ば
ら
く
し
て
か
ら
カ
ニ
崎
さ
ん

は
洪
水
の
よ
う
な
下
痢
を
し

て
、
し
か
も
徘
徊
し
て
病
室
中

に
大
便
を
塗
り
た
く
っ
て
し
ま

っ
た
ら
し
い
。
翌
日
、
事
態
の

収
拾
に
徹
夜
で
あ
た
っ
た
看
護

婦
か
ら
報
告
を
受
け
た
際
、
お

サ
ル
先
生
は
つ
い
ウ
ッ
カ
リ

「（
下
剤
を
飲
ま
せ
た
の
は
）
ち

ょ
っ
と
間
違
っ
た
判
断
だ
っ
た

ナ
」
と
口
を
す
べ
ら
せ
て
し
ま
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3

小
川
　
滋
彦（
金
沢
市
・
内
科
） 

『
痴
呆
老
人
の
入
院
は
大
変
だ
！
』と 

『
病
診
連
携
は
甘
く
な
い
？
』の
巻
（
そ
の
１
） 
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その5（介護・報酬仮単価） 

新シリーズ 新シリーズ 
8月23日、厚生省は介護報酬の仮単価を医療保険福祉審議会合同部会に公表しました。
今月の「新シリーズ介護保険」は、この介護報酬仮単価を掲載します。
下記に掲載したのは、いわゆる「みなし指定」の事業（保険医療機関が自動的に指定事業者とみなされる事業）

である、訪問看護、訪問リハビリ、居宅療養管理指導の三つの点数です。それぞれ医療保険点数と対照することに
よって、「何が医療保険から介護保険に移行するのか」をわかりやすくしたつもりです。
なお、正式な点数は来年の2月から3月ごろに最終決定される予定です。下記の一覧表は、あくまで現時点での

資料をもとに作成したことをお断りしておきます。

■訪問看護 

■訪問リハビリテーション 

■居宅療養管理指導 

介護報酬と診療報酬の点数対照表（みなし指定事業） 
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訪
韓
の
楽
し
み
の
一
つ
は

韓
国
の
先
生
方
と
の
会
食
で

あ
る
。
韓
国
の
シ
ク
タ
ン

（
食
堂
）
は
日
本
と
同
様
に

い
わ
ゆ
る
椅
子
席
式
も
あ
れ

ば
、
畳
席
式
も
あ
る
。
韓
国

の
い
わ
ゆ
る
畳
席
式
〜
オ
ン

ド
ル
（
温
突
）
席
式
シ
ク
タ

ン
で
も
、
玄
関
や
縁
台
の
い

わ
ゆ
る
踏
み
台
や
敷
台
に
相

当
す
る
部
分
に
シ
ン
バ
ル

（
履
物
）
を
脱
ぐ
。
韓
国
で

は
土
間
か
ら
オ
ン
ド
ル
バ
ン

（
房
）
に
上
が
る
際
の
シ
ン

バ
ル
は
脱
ぎ
っ
ぱ
な
し
や
脱

ぎ
散
ら
か
し
が
ご
く
普
通
で

あ
る
。
し
か
し
ヨ
ギ
チ
ョ
ギ

（
あ
ち
こ
ち
）
乱
れ
て
い
る

す
べ
て
の
シ
ン
バ
ル
の
爪
先

は
、
入
り
口
の
方
を
向
い
て

い
る
の
は
感
動
的
で
あ
る
。

こ
の
シ
ン
バ
ル
の
脱
ぎ
方

も
こ
こ
数
年
の
間
に
変
化
が

認
め
ら
れ
る
。
座
敷
の
方
に

左
右
の
靴
の
爪
先
を
き
ち
ん

と
揃
え
て
か
ら
上
が
る
人
が

少
し
ず
つ
現
れ
て
き
た
。
中

に
は
店
の
ア
ジ
ュ
モ
ニ
（
お

ば
さ
ん
）
が
前
後
左
右
に
不

規
則
に
乱
れ
て
い
る
シ
ン
バ

ル
を
集
め
、
そ
の
爪
先
を
い

わ
ゆ
る
上
が
り
框
相
当
部
分

に
向
け
て
揃
え
る
店
も
出
て

き
た
。

前
後
す
る
が
、
一
九
九
八

年
四
月
二
十
六
日
の
夕
方
の

こ
と
で
あ
る
。麻
酔
科
・
疼
痛

管
理
の
先
生
方
と
一
緒
に
ヨ

ン
ド
ゥ
ン
ポ
（
永
登
浦
）
ノ

リ
ャ
ン
ジ
ン
（
鷺
梁
津
）
水

産
市
場
の
二
階
に
あ
る
イ
ン

チ
ョ
ン
・
フ
ェ
（
韓
国
式
刺

し
身
）
チ
プ
（
店
屋
）
に
乗
り

込
ん
だ
。
私
た
ち
が
ど
か
ど

か
と
入
っ
た
後
、
ア
ジ
ュ
モ

ニ
が
ヨ
ギ
チ
ョ
ギ
散
ら
ば
っ

て
い
る
シ
ン
バ
ル
を
オ
ン
ド

ル
バ
ン
の
い
わ
ゆ
る
縁
側
に

集
め
、
各
々
の
シ
ン
バ
ル
の

爪
先
を
バ
ン
の
方
に
向
け
て

揃
え
た
。
そ
し
て
、
日
本
式

に
爪
先
を
外
向
き
に
置
い
て

い
た
私
の
靴
も
ご
丁
寧
に
韓

国
風
に
向
き
を
変
え
た
。

さ
て
、
韓
国
の
フ
ェ
は
豪

快
で
あ
る
。
ア
ラ
ソ
ジ
ュ
セ

ヨ
（
分
か
っ
て
下
さ
い
〜
み

つ
く
ろ
っ
て
下
さ
い
）
と
注

文
す
る
と
、
程
々
の
値
段
で

直
径
五
十
〜
六
十
セ
ン
チ
の

大
皿
に
大
量
の
新
鮮
な
魚
の

切
り
身
を
盛
っ
て
く
れ
る
。

芸
術
性
は
微
塵
も
な
い
が
、

量
が
多
く
て
野
性
的
で
あ

る
。
早
速
、
サ
ン
チ
ェ
、
胡

麻
、
南
瓜
な
ど
の
好
み
の
数

枚
の
葉
を
左
側
手
掌
の
上
に

広
げ
、
真
っ
赤
な
チ
ョ
コ
チ

ュ
ジ
ャ
ン（
酢
唐
辛
子
味
噌
）

を
た
っ
ぷ
り
と
つ
け
た
フ
ェ

を
乗
せ
、
色
と
り
ど
り
の
大

蒜
、
青
唐
辛
子
、
人
参
、
胡

瓜
の
角
切
り
を
加
え
て
ポ
ッ

サ
ム
キ
ム
チ
の
ご
と
く
に
丸

く
く
る
む
。
次
い
で
最
大
可

動
域
ま
で
開
口
し
、
フ
ェ
を

核
と
す
る
こ
の
大
き
な
固
ま

り
を
口
腔
奥
深
く
に
無
理
や

り
押
し
込
む
。
口
一
杯
に
ほ

お
ば
る
と
野
趣
的
で
刺
激
的

な
味
と
香
り
が
口
腔
、咽
頭
、

鼻
腔
に
広
が
っ
て
ゆ
く
。

メ
ク
チ
ュ
（
麦
酒
）
や
チ

ン
ロ
ソ
ジ
ュ
（
焼
酎
）
を
ぐ

い
ぐ
い
や
り
な
が
ら
フ
ェ
を

食
べ
る
と
、
韓
国
人
は
呼
気

量
が
更
に
多
く
な
り
、
甲
高

く
怒
鳴
る
が
ご
と
く
に
喋

る
。
つ
ら
れ
て
私
も
声
が
大

き
く
な
る
。
私
の
下
手
な
韓

国
語
が
周
辺
に
む
ん
む
ん
と

タ
ク
ワ
ン
ネ
ム
セ
（
沢
庵
臭

さ
）
を
発
散
さ
せ
て
行
く
。

ひ
と
し
き
り
の
談
論
風
発

後
、
店
の
ア
ジ
ュ
モ
ニ
は
私

を
日
本
人
だ
と
断
定
し
た
よ

う
だ
。
慌
て
て
皆
の
シ
ン
バ

ル
の
踵
部
分
を
オ
ン
ド
ル
の

方
に
向
き
を
変
え
て
小
奇
麗

に
揃
え
た
。
時
折
、
日
本
式

履
物
の
揃
え
方
を
「
乱
雑
さ

か
ら
来
る
妙
な
安
ら
か
さ
」

が
分
か
ら
な
い
神
経
質
な
小

心
者
ウ
ェ
ノ
ム
（
矮
奴
）
の

象
徴
と
荒
っ
ぽ
く
評
論
す
る

韓
国
文
化
人
も
い
る
が
、
ム

ナ
チ
ャ
イ
（
文
化
の
違
い
）

を
理
解
す
る
未
来
指
向
型
の

ア
ジ
ュ
モ
ニ
も
い
る
の
だ
。

有川功ドクターの 

（24回シリーズ） 

韓国訪問記 
－第16話－ 

ノリャンジン・フェチプ 
　　　　 でのシンバル 

〔韓国式刺し身〕滋養強壮のありそうな大蒜、青唐
辛子、人参、胡瓜の角切りが取り合わせている。美
味しいチョコチュジャンが準備されていると、もう
最高である。シクタンでのシンバルも乱れるだけ乱
れてしまうと、むしろ芸術的ですらあるが、残念な
がら写真を撮る勇気がまだない。

日
の
丸
・
君
が
代
問
題 

起
立
し
な
い
人
・
歌
わ
な
い
人
を
排
除
か 

日
の
丸
・
君
が
代
が
、
法
律

で
「
国
旗
・
国
歌
」
と
定
め
ら

れ
る
と
、
ど
う
な
る
か
。

学
校
で
は
、
入
学
・
卒
業
式

な
ど
で
、
子
ど
も
に
「
無
理
強

い
」
は
し
な
い
が
、
指
導
す
る

教
員
は
別
。「
教
員
に
国
旗
に

敬
意
を
払
い
、
国
歌
を
斉
唱
す

る
よ
う
命
じ
る
こ
と
は
、
学
校

と
い
う
機
関
や
教
員
の
職
務
の

特
性
を
考
え
れ
ば
、
合
理
的
な

範
囲
内
」
と
答
弁
（
七
月
二
十

一
日
）
し
て
い
ま
す
。

今
春
、
東
京
・
日
野
市
で
は

君
が
代
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
拒
否

し
た
小
学
校
の
音
楽
教
師
が
、

広
島
県
で
は
君
が
代
を
斉
唱
し

な
か
っ
た
校
長
延
べ
二
百
四
十

人
近
く
が
、
ま
た
北
九
州
市
で

は
起
立
し
な
か
っ
た
教
師
が
、

そ
れ
ぞ
れ
教
育
委
員
会
に
よ
っ

て
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

法
律
で
「
国
旗
・
国
歌
」
と

定
ま
る
と
、
有
馬
文
相
の
答
弁

ど
お
り
、
教
員
は
「
国
旗
を
敬

え
。
国
歌
を
歌
え
」
と
な
る
の

は
確
実
。
拒
否
す
る
教
師
に
厳

し
い
処
分
が
吹
き
荒
れ
、
学
校

か
ら
自
由
な
空
気
が
消
え
、
生

徒
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
に
。

暗
く
な
る
の
は
学
校
だ
け
で

は
な
さ
そ
う
。
す
で
に
表
ざ
た

に
な
っ
た
事
件
だ
け
で
も
次
の

と
お
り
。

▼
　
昨
年
十
月
、
神
奈
川
「
ゆ

め
国
体
」
の
開
会
式
。
日
の

丸
掲
揚
で
起
立
せ
ず
、
君
が

代
を
歌
わ
な
か
っ
た
夫
婦
を

警
察
官
が
三
時
間
も
拘
束
・

詰
問
。

▼
　
今
年
三
月
、広
島
市
議
会
。

秋
葉
忠
利
新
市
長
が
就
任
式

で
登
降
壇
の
際
、
日
の
丸
に

一
礼
し
な
か
っ
た
こ
と
が

「
非
礼
だ
」
と
、
市
議
会
で

問
題
に
。

▼
　
今
年
六
月
、
秋
田
市
中
学

校
総
合
体
育
大
会
。
開
会
式

の
祝
辞
で
、
市
体
育
協
会
の

会
長
が
「
国
歌
斉
唱
、
国
旗

掲
揚
の
と
き
、
起
立
し
な
か

っ
た
人
々
は
こ
の
会
場
か
ら

協会への連絡・原稿送付に 
E-mailをご活用ください。 
●協会あて E-mailアドレス…… ishikawa-hok＠doc-net.or.jp 

●編集部専用 E-mailアドレス… iskw＿sugino＠doc-net.or.jp

出
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
発
言
。

「
ゆ
め
国
体
」
事
件
で
は
、

夫
婦
の
抗
議
で
神
奈
川
県
警
が

謝
罪
。「
出
て
い
け
」
発
言
で

は
、
市
教
委
が
「
不
適
切
な
発

言
」
と
の
見
解
を
出
し
ま
し
た

が
、「
国
旗
・
国
歌
法
」
が
成

立
す
る
と
、
起
立
し
な
い
人
や

君
が
代
を
歌
わ
な
い
人
を
排
除

す
る
空
気
が
つ
く
ら
れ
そ
う
。

（
連
合
通
信
）

囲 

解 
答 

碁 

平易に四目中手で白死となります。 

（
問
題
は
16
面
に
あ
り
ま
す
）
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6
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
を
通

じ
日
の
丸
・
君
が
代
が
国

旗
・
国
歌
と
し
て
定
着
し
て

き
た
と
思
っ
て
い
る
人
は
多

い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
表
彰
式
で
使
う

旗
や
歌
は
「
国
旗
・
国
歌
」

と
し
て
登
録
さ
れ
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
、
個
人
と
チ
ー
ム
の

技
の
競
い
合
い
で
あ
り
、
国

家
を
前
面
に
出
す
の
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
精
神
に
反
す
る
の

で
、
一
九
八
〇
年
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
憲
章
が
改
正
さ
れ
、

各
国
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
（
Ｎ
Ｏ
Ｃ
）
選
手
団
が
登

録
し
た
旗
と
歌
と
さ
れ
ま
し

た
。長

野
冬
季
五
輪
の
際
の

「
学
校
観
戦
・
応
援
の
手
引

き
」
も
「
各
Ｎ
Ｏ
Ｃ
の
選
手

団
の
旗
」「
各
Ｎ
Ｏ
Ｃ
の
選

手
一
団
の
歌
」
と
明
記
し
て

い
て
、「
国
旗
・
国
歌
」
で

は
な
い
の
で
す
。

「
国
旗
・
国
歌
」
と
同
じ

場
合
が
多
い
の
で
す
が
、
別

の
も
の
を
使
う
選
手
団
も
あ

り
ま
す
。

教
師
へ
の
強
制
が

生
徒
に
も
波
及
か

学
校
以
外
で
も

排
除
の
空
気
が

オリンピックの旗・歌は 
「国旗・国歌」にあらず 
オリンピックの旗・歌は 
「国旗・国歌」にあらず
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国
会
を
一
つ
の
法
案
が
通

過
し
た
。「
日
の
丸
」、「
君

が
代
」
を
国
旗
・
国
歌
と
す

る
法
案
で
あ
る
。
戦
争
を
知

ら
な
い
わ
れ
わ
れ
の
時
代

は
、
様
々
な
論
議
や
主
張
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
は
で
き
て

も
、
そ
の
裏
に
あ
る
感
性
の

部
分
は
到
底
理
解
で
き
な
い

と
い
う
の
が
本
音
で
あ
る
。

エ
ジ
プ
ト
で
日
本
人
観
光

客
が
襲
わ
れ
た
。
そ
し
て
つ

い
最
近
、
関
東
の
キ
ャ
ン
プ

場
で
多
く
の
方
が
増
水
し
た

濁
流
に
呑
み
込
ま
れ
た
。
何

度
も
避
難
勧
告
を
受
け
て
い

た
の
に
、
で
あ
る
。
一
見
何

の
脈
絡
も
な
い
よ
う
な
事
件

だ
が
、
そ
の
根
底
に
あ
る
の

は
不
思
議
な
く
ら
い
の
危
機

意
識
の
欠
如
で
あ
る
。
世
の

中
は
、
ど
こ
も
こ
こ
も
危
険

で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
命
の

保
証
な
ど
、
誰
も
し
て
く
れ

な
い
。
そ
も
そ
も
、
わ
れ
わ

れ
が
安
全
だ
と
信
じ
て
い
る

日
常
そ
の
も
の
が
、
こ
の
日

本
と
い
う
国
家
の
存
在
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で

し
か
な
い
の
だ
。
そ
う
い
う

極
め
て
当
然
の
事
実
さ
え
、

多
く
の
日
本
人
は
忘
れ
去
っ

て
い
る
。
携
帯
電
話
、
ゴ
ミ

の
散
乱
、ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、

そ
れ
に
興
じ
る
影
に
多
く
の

危
険
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を

誰
も
気
づ
か
な
い
。
そ
し
て

多
く
の
悲
劇
が
生
ま
れ
る
。

私
は
国
旗
も
国
歌
も
必
要

だ
と
思
う
。
そ
れ
は
日
本
が

現
に
存
在
し
、
そ
の
中
で
わ

れ
わ
れ
が
生
き
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
過
去
の
し
が
ら
み

が
ど
う
あ
ろ
う
と
、
自
ら
の

国
歌
と
国
旗
に
誇
り
を
持
て

な
い
民
族
、
そ
れ
は
言
い
よ

う
も
な
く
不
幸
で
あ
る
。
そ

し
て
、
さ
ら
な
る
不
幸
は
次

代
を
担
う
若
者
た
ち
が
そ
の

議
論
に
目
を
向
け
る
こ
と
さ

え
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

教
育
現
場
は
破
壊
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
心
が
す
さ
ん

で
い
く
。
そ
れ
を
更
に
小
手

先
の
対
策
で
解
決
し
よ
う
と

す
る
。
愚
か
だ
。
学
習
指
導

要
領
の
下
に
、
た
だ
一
つ
の

正
し
い
答
え
が
子
ど
も
た
ち

に
与
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ

れ
を
よ
り
早
く
、
よ
り
多
く

覚
え
た
者
が
一
流
大
学
に
入

り
、
そ
し
て
日
本
を
動
か
す
。

ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
で
は
ま

ず
デ
ィ
ベ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る

議
論
が
教
え
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
脳
死
を
テ
ー
マ
と
し
、

臓
器
移
植
に
反
対
派
と
賛
成

派
に
分
か
れ
、
徹
底
的
に
議

論
す
る
。
無
論
、
そ
の
前
提

と
し
て
自
分
な
り
の
勉
強

と
、
論
理
の
構
成
が
必
要
と

さ
れ
る
。
正
し
い
答
え
な
ど

存
在
し
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ

議
論
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
ア
メ
リ
カ
の
強
さ
で
あ

る
。日

本
は
教
育
を
通
し
て
、

た
だ
一
つ
の
答
え
を
教
え
、

そ
れ
に
疑
問
を
持
た
な
い
よ

う
指
導
し
て
き
た
。
江
戸
以

来
の
お
上
意
識
と
相
ま
っ

て
、
従
順
で
、
議
論
を
嫌
う

民
族
性
が
こ
う
し
て
育
て
ら

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
そ

の
す
べ
て
が
破
綻
し
て
き
て

い
る
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち

は
、
大
人
の
言
う
欺
瞞
性
に

気
づ
い
て
い
る
。
口
先
と
は

裏
腹
に
彼
ら
が
や
っ
て
い
る

多
く
の
偽
り
、
政
党
の
離
合

集
散
、
エ
イ
ズ
、
住

専
・
・
・
、
そ
の
行
為
こ
そ

が
現
代
の
子
ど
も
た
ち
の
反

面
教
師
な
の
だ
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
学
校
教
育
の
不
備

を
説
き
、
更
な
る
管
理
教
育

を
目
指
す
。
教
師
も
親
も
悪

い
の
は
自
明
の
理
で
あ
る
。

し
か
し
、そ
の
親
も
教
師
も
、

戦
後
の
日
本
教
育
が
生
ん
だ

落
と
し
子
で
あ
る
の
は
間
違

い
の
な
い
事
実
だ
。

縄
文
番
外
遍
（
4
）

希
 
望
 

　（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
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13

│
│
国
旗
と
国
歌
①
│
│

独
立
行
政
法
人

国
の
仕
事
だ
が
、
国
の
行
政
か
ら

切
り
離
し
、
運
営
の
自
由
裁
量
を
認

め
る
か
わ
り
に
効
率
と
コ
ス
ト
優
先

の
経
営
が
求
め
ら
れ
る
法
人
。

国
立
の
病
院
や
研
究
所
、
美
術
館

な
ど
八
十
九
の
機
関
を
二
〇
〇
一
年

か
ら
順
次
、
こ
れ
に
移
行
さ
せ
る
こ

と
が
、
今
国
会
で
審
議
中
の
中
央
省

庁
再
編
法
案
に
も
り
こ
ま
れ
て
い
ま

す
。
三
〜
五
年
ご
と
の
「
中
期
計
画
」

の
後
に
、
業
績
を
評
価
し
、
継
続
の

是
非
が
判
断
さ
れ
ま
す
。

連
結
決
算

投
資
家
な
ど
に
会
社
の
実
際
の
姿

が
分
か
る
よ
う
に
、
企
業
ご
と
に
で

は
な
く
、
親
会
社
が
実
質
支
配
す
る

子
会
社
も
含
め
て
行
わ
れ
る
決
算
。

企
業
の
会
計
基
準
が
大
き
く
変
わ

っ
て
連
結
決
算
が
重
視
さ
れ
、
連
結

対
象
も
、
親
会
社
の
持
ち
株
比
率
が

ゼ
ロ
で
も
グ
ル
ー
プ
会
社
の
持
ち
株

が
半
数
を
超
え
、
下
請
け
契
約
な
ど

を
結
ん
で
い
れ
ば
対
象
に
な
り
ま

す
。
足
手
ま
と
い
の
赤
字
の
子
会
社

は
切
り
捨
て
ら
れ
る
恐
れ
も
。

4
0
1
K

米
国
の
内
国
歳
入
法
四
〇
一
条
K

項
に
基
づ
く
こ
と
か
ら
こ
う
呼
ば
れ

る
一
種
の
年
金
制
度
。

年
金
に
は
、
支
払
わ
れ
る
給
付
額

を
決
め
て
そ
れ
に
応
じ
て
掛
金
を
払

っ
て
い
く
「
確
定
給
付
型
」
と
、
掛

金
だ
け
を
決
め
支
払
わ
れ
る
年
金
は

掛
金
の
運
用
実
績
に
応
じ
て
変
わ
る

「
確
定
拠
出
型
」
が
あ
り
ま
す
が
、

現
在
の
日
本
の
年
金
は
前
者
。
後
者

が
４
０
１
Ｋ
で
、
運
用
に
失
敗
す
れ

ば
拠
出
金
割
れ
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
。

ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象

南
米
ペ
ル
ー
沖
の
太
平
洋
東
部
赤

道
域
の
海
水
温
が
平
年
よ
り
下
が
る

現
象
。
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
は
ス
ペ
イ
ン
語

で
「
女
の
子
」。

同
域
の
海
水
温
が
ク
リ
ス
マ
ス
の

こ
ろ
に
高
く
な
る
の
を
エ
ル
ニ
ー
ニ

ョ
（
神
の
子
、
キ
リ
ス
ト
＝
男
）
と

呼
ん
で
い
た
こ
と
に
対
応
し
て
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。気
象
庁
に
よ
る
と
、

十
年
ぶ
り
に
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
が
起

き
て
い
ま
す
。
日
本
付
近
で
は
梅
雨

明
け
が
早
ま
っ
た
り
秋
に
低
温
に
な

る
傾
向
が
あ
る
と
か
。

（
連
合
通
信
） 

時 時 

の の 

こ こ 
と と 
ば ば 

村
田
　
祐
一
（
金
沢
市
・
小
児
科
）

浮
き
世
を
離
れ
た
海
の
上

来
年
も
ま
た
行
こ
〜
っ
と

釣
っ
て
楽
し
く
、
食
べ
て
美

味
し
い
イ
カ
釣
り
！

昨
年
は
絶
不
漁
で
、
今
年
に

期
す
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
と

思
い
ま
す
。
六
月
末
ご
ろ
か
ら

情
報
収
集
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

『
今
年
も
不
漁
』
と
の
こ
と
。

し
か
し
、
七
月
中
ご
ろ
か
ら
上

向
き
に
な
っ
て
き
た
。
一
船
で

百
匹
釣
れ
た
。
二
日
前
の
新
聞

で
は
青
ラ
メ
入
り
の
仕
掛
け
が

良
い
。
釣
れ
そ
う
な
仕
掛
け
を

買
い
に
行
こ
う
と
し
た
矢
先
の

こ
と
、
西
一
区
の
W
先
生
か
ら

Ｔ
Ｅ
Ｌ
あ
り
。『
当
日
は
波
が

高
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
西
一

区
は
中
止
に
な
っ
た
ヨ
、
そ
ち

ら
も
中
止
の
連
絡
が
そ
の
う
ち

入
る
だ
ろ
う
』
と
の
こ
と
。
仕

掛
け
を
新
た
に
買
う
の
を
見
合

わ
せ
る
。
当
日
お
昼
に
な
っ
て

も
中
止
の
連
絡
無
し
。
確
認
を

入
れ
る
と
、『
あ
り
ま
す
』
と

の
こ
と
。
波
の
高
い
こ
と
を
予

想
し
て
、
酔
い
止
め
を
服
用
し

て
出
漁
。
予
想
に
反
し
て
、
波

は
穏
や
か
、
絶
好
の
イ
カ
釣
り

日
和
。
し
か
し
、
釣
果
も
期
待

に
反
し
て
さ
っ
ぱ
り
。
時
々
か

か
る
外
道
の
ア
ジ
と
ふ
ぐ
に
気

を
紛
ら
わ
す
。
で
も
、
浮
き
世

を
離
れ
た
海
の
上
は
イ
イ
ナ

〜
。白

山
連
峰
の
あ
た
り
に
は
、

夕
日
に
染
ま
っ
た
茜
色
の
雲
。

そ
の
う
え
に
は
、
淡
青
色
の
空

に
ジ
ェ
ッ
ト
雲
と
お
月
さ
ま
。

と
て
も
素
敵
な
風
景
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
暗
く
な
る
と
遠

く
に
花
火
も
見
え
ま
し
た
。
そ

う
そ
う
、
帰
っ
て
か
ら
の
外
道

の
真
ふ
ぐ
の
刺
身
で
一
杯
が
こ

れ
ま
た
絶
品
で
し
た
。
来
年
も

ま
た
行
こ
〜
っ
と
！

真
ふ
ぐ
は
下
船
後
船
頭
さ
ん

に
料
理
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

身
は
安
全
で
す
が
内
臓
は
大
変

危
険
で
す
の
で
素
人
料
理
は
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

読者アンケートハガキにご意見をお寄せ下さい 

編集部では読まれる・楽しい役立つ
機関紙づくりに日夜がんばっています。
読者のはげましやご意見が“元気の素”
です。 
本紙に読者アンケートハガキを同封

しました。ぜひご意見をお寄せ下さい。 

おみごと！最初にイカをゲットした佐々木邦夫先生
（松任市・歯科）

7
つ
の
ま
ち
が
い
さ
が
し（
答
え
）

（
問
題
は
7
面
）

①
煙
突
②
右
の
立
木
③
右
下
の

柵
④
山
の
雪
だ
ま
り
⑤
子
ど
も

の
ス
ケ
ッ
チ
の
絵
⑥
左
の
人
の

カ
メ
ラ
⑦
馬
の
ク
ツ
ワ



そ
の
虫
は
、
最
初
、
小
さ
な
ゴ
キ
ブ
リ
の
よ
う
だ
っ
た
。

う
す
い
灰
色
で
、
さ
な
ぎ
に
似
た
胴
体
に
、
ザ
リ
ガ
ニ
の
よ

う
な
は
さ
み
と
六
本
の
手
足
が
付
き
、
表
皮
は
甲
殻
で
な
く

一
様
に
硬
ゴ
ム
の
よ
う
に
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

た
。私

が
そ
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
朝
の
食
卓
で
、
は
じ
め
て
会
っ

た
外
人
の
若
者
が
こ
の
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
き
た
。
そ
の
虫
は
、

テ
ー
ブ
ル
の
皆
の
前
で
素
早
い
動
き
を
し
た
。
あ
る
方
向
へ
、

ス
、
ス
ー
と
動
い
た
か
と
思
う
と
、
パ
ッ
と
向
き
を
か
え
、

滑
る
よ
う
に
移
動
し
た
。

「
食
卓
で
、
き
た
な
く
な
い
で
す
か
」
私
は
言
っ
た
。

「
ダ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ
で
す
。
こ
れ
に
は
知
性
が
あ
っ
て
ゼ
ッ
タ

イ
に
噛
み
付
い
た
り
、
テ
ー
ブ
ル
に
あ
が
っ
た
り
し
な
い
の

で
す
」

な
に
？
　
虫
に
知
性
が
あ
る
？
　
そ
ん
な
馬
鹿
な
！
　
私

は
そ
れ
を
外
人
特
有
の
ジ
ョ
ー
ク
だ
と
思
っ
た
が
、
少
し
腹

が
た
っ
た
。

（
変
な
虫
が
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
す
る
と
こ
ろ
で
飯
が
食
え
る
か
）

ス
ト
レ
ス
で
胃
が
痛
く
な
っ
た
。
そ
の
場
に
い
た
女
の
子

た
ち
も
キ
ャ
ッ
キ
ャ
言
っ
て
い
た
が
、
私
は
わ
ざ
と
無
視
し

て
窓
の
外
を
見
や
っ
た
。

青
い
牧
草
の
広
が
り
が
ゆ
っ
た
り
と
傾
斜
し
、
薄
紫
の

山
々
が
明
る
い
空
を
バ
ッ
ク
に
連
な
り
、
初
夏
の
朝
の
冷
気

が
視
覚
か
ら
も
伝
わ
っ
て
き
た
。
ガ
サ
ッ
と
音
が
し
て
、
右

足
に
何
か
が
触
れ
る
感
じ
が
し
た
。
見
る
と
、
さ
っ
き
の
虫

が
ま
た
一
段
と
大
き
く
な
っ
て
、
薄
赤
い
色
を
し
て
私
の
足

元
に
止
ま
っ
て
い
た
。

「
色
が
変
わ
る
ん
で
す
か
」

「
そ
う
で
す
。
カ
メ
レ
オ
ン
み
た
い
に
で
す
」

若
者
の
瞳
の
色
が
青
い
こ
と
に
気
付
い
た
。

相
変
わ
ら
ず
虫
は
音
も
な
く
床
を
あ
ち
こ
ち
、
静
止
と
運

動
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
よ
り
触
覚
や
手

足
が
長
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
た
。
そ
の
時
、
彼
が
ト
イ
レ

の
た
め
か
席
を
外
し
た
の
で
、
食
堂
に
い
た
五
、
六
人
が
一

斉
に
立
ち
上
が
り
、
虫
の
周
り
を
取
り
囲
ん
だ
。

「
噛
ま
な
い
ん
で
す
か
ね
」

「
さ
あ
、
よ
く
分
か
ら
ん
よ
。
君
、
触
っ
て
み
た
ら
」

「
い
や
だ
よ
」
と
、
一
人
が
尻
込
み
し
た
。

私
は
先
ほ
ど
か
ら
の
い
き
さ
つ
で
興
奮
し
て
い
た
の
か
、

「
よ
し
！
」
と
掛
け
声
を
か
け
て
ス
リ
ッ
パ
の
上
か
ら
押
さ

え
て
み
た
。

ブ
ヨ
ッ
と
し
て
、
小
さ
な
水
枕
を
踏
ん
だ
よ
う
な
感
じ
が

し
た
。
足
を
上
げ
る
と
、
虫
は
平
気
な
様
子
で
、
ま
た
動
き

出
し
た
。
し
か
し
、
時
々
、
立
ち
止
ま
っ
て
こ
ち
ら
に
向
け

る
頭
部
の
、
ザ
リ
ガ
ニ
の
も
の
に
似
た
眼
に
は
明
ら
か
な
敵

意
が
漂
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
虫
は
、
特
に
私
に
向
か
っ
て

く
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
あ
ち
こ
ち
と
、
音
も
な
く
移

動
し
て
い
た
。

外
人
が
帰
っ
て
き
た
の
で
、
皆
は
も
と
の
席
に
戻
っ
た
。

「
押
さ
え
て
も
、
軟
ら
か
い
の
で
す
ね
」

私
は
足
で
踏
み
潰
し
そ
う
に
な
っ
た
の
を
、
そ
う
表
現
し
た
。

「
あ
れ
は
、
ト
テ
モ
丈
夫
な
皮
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
モ
ノ

ス
ゴ
ク
丈
夫
な
生
物
で
す
」

私
は
少
し
ほ
っ
と
し
た
。
誰
か
が
し
ゃ
が
ん
で
、
手
で
触

わ
ろ
う
と
し
た
。
虫
は
少
し
逃
げ
た
が
、
す
ぐ
に
止
ま
っ
て
、

な
す
が
ま
ま
に
し
て
い
た
。
虫
が
手
強
い
こ
と
を
知
っ
て
か

ら
か
、
尊
敬
と
怖
じ
気
が
彼
の
手
の
動
き
に
あ
っ
た
。

虫
は
、
ま
た
少
し
細
く
な
っ
た
が
、
手
足
は
長
く
な
り
、

広
げ
る
と
十
セ
ン
チ
く
ら
い
に
な
っ
た
。
色
も
少
し
青
い
。

そ
し
て
虫
は
私
の
前
に
来
る
と
動
き
を
止
め
、
じ
っ
と
私
を

見
詰
め
た
。

「
君
、
こ
ん
な
虫
を
、
早
く
ど
こ
か
へ
や
っ
て
く
れ
た
ま
え
」

「
こ
れ
は
、
今
朝
、
こ
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
う
し
ろ
の
ゴ
ミ
箱

に
い
た
も
の
で
す
。
私
は
こ
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
ゴ
ミ
の
中
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
食
べ
て
成
長
し
ま
す
。

お
な
か
の
中
の
液
状
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
次
々
と
か
ら
だ
の

表
皮
や
手
足
に
な
っ
て
い
く
の
で
、
み
る
み
る
成
長
し
ま
す
」

「
私
は
今
ま
で
、
君
が
ペ
ッ
ト
と
い
っ
て
い
た
の
で
、
お
と

な
し
く
し
て
い
た
ん
だ
。
も
う
、
我
慢
で
き
ん
」

私
は
、
椅
子
を
持
ち
上
げ
、
そ
の
足
で
虫
を
つ
ぶ
そ
う
と
し

た
。

「
シ
ツ
レ
イ
で
す
よ
」

「
何
が
失
礼
で
す
か
、
こ
ん
な
虫
を
持
ち
込
む
方
が
、
も
っ

と
失
礼
だ
」

虫
は
素
早
い
動
き
で
部
屋
の
隅
へ
逃
げ
込
ん
だ
。
私
は
椅

子
を
置
き
、
追
い
か
け
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
こ
に
か
け
て
あ
っ

た
タ
オ
ル
を
と
り
、
虫
に
か
け
、
右
足
で
押
さ
え
た
。
ブ
ヨ

ッ
と
し
た
変
な
感
じ
だ
っ
た
。

「
こ
ん
な
も
の
を
、
ほ
っ
と
く
か
ら
、
い
け
な
い
ん
だ
」

右
足
に
体
重
を
か
け
、
左
右
に
ね
じ
り
、
押
し
潰
そ
う
と

し
た
。
・
・
・
が
、
虫
の
膨
ら
み
は
な
く
な
ら
な
か
っ
た
。

足
を
離
す
と
タ
オ
ル
を
は
ね
の
け
、
虫
は
私
に
飛
び
つ
い
た
。

そ
れ
か
ら
三
日
後
、
長
野
県
白
馬
岳
の
麓
の
ペ
ン
シ
ョ
ン

で
、
客
と
管
理
人
、
料
理
人
の
十
七
人
が
行
方
不
明
に
な
っ

た
。
不
思
議
な
こ
と
に
テ
ー
ブ
ル
に
は
朝
食
の
食
べ
物
や
食

器
が
、
食
事
の
途
中
の
よ
う
に
並
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
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虫

大
石
　
ひ
ろ
し
（
金
沢
市
・
産
婦
人
科
）
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堀　昌安 

堀
昌
安
（
一
七
六
六
―
一

八
二
九
）
も
、
も
っ
と
早
く

載
せ
た
か
っ
た
が
、
す
で
に

北
国
新
聞
に
、
大
戸
司
先
生

が
平
成
八
年
十
月
二
日
、
故

長
岡
博
男
先
生
が
昭
和
二
十

九
年
六
月
二
十
一
日
か
ら
三

回
書
い
て
居
ら
れ
る
の
で
、

今
回
は
三
番
煎
じ
と
な
る
。

堀
昌
安
の
先
祖
堀
大
意
坊

は
越
後
（
新
潟
県
）
の
人
で
、

長
崎
で
医
学
を
明
の
超
師
秀

に
学
び
、
眼
科
を
得
意
と
し

た
。子
孫
が
金
沢
に
移
住
し
、

眼
科
を
営
ん
だ
。
昌
安
は
通

称
、
諱
は
維
新
、
自
然
子
と

号
し
た
。
養
坊
坊
の
長
男
で

あ
っ
た
が
、
な
ぜ
か
弟
養
伯

に
家
督
を
譲
り
、別
家
し
た
。

石
川
郡
犀
川
左
岸
中
村
領
内

（
今
の
千
日
町
、
白
菊
町
、

中
村
町
あ
た
り
）
に
住
み，

荒
地
を
開
発
し
、
貧
困
者
に

貸
屋
を
与
え
、
商
工
店
街
を

作
り
、
就
業
せ
し
め
た
。

人
々
は
こ
れ
を
昌
安
町
と
呼

ん
だ
。
街
づ
く
り
・
町
興
こ

し
の
先
駆
で
あ
る
。

昌
安
の
奇
行
に
は
い
く
つ

か
の
逸
話
が
残
っ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
昌
安
の
言
葉

を
一
つ
挙
げ
て
お
く
。

「
病
め
る
患
者
こ
そ
医
者

に
と
っ
て
は
お
客
さ
ま
だ
。

訴
え
る
こ
と
す
べ
て
が
医
者

に
は
勉
強
、
処
置
や
投
薬
の

結
果
は
技
を
磨
く
手
本
と
な

る
。
医
の
道
は
両
者
の
誠
の

語
り
合
い
に
よ
っ
て
培
わ
れ

る
。
医
師
た
る
も
の
、
常
に

患
者
の
下
手
に
在
っ
て
対
応

す
べ
し
」。

生
前
に
こ
し
ら
え
た
昌
安

の
木
像
が
金
沢
市
寺
町
一
丁

目
六
│
四
六
の
桂
岩
寺
に
安

置
さ
れ
て
い
る
。
晩
年
、
越

前
（
福
井
県
）
三
国
に
移
住

し
、
そ
の
地
で
文
政
十
二
年

八
月
二
十
二
日
に
歿
し
た
。

享
年
六
十
四
歳
。
金
沢
の
久

昌
寺
（
堀
川
二
十
九
│
二
）

に
葬
ら
れ
た
が
、
現
在
墓
は

野
田
山
墓
地
に
あ
り（
写
真
）

墓
の
裏
面
に
は
碑
文
が
記
さ

れ
て
い
る
。
昌
安
の
居
宅
の

一
部
が
昭
和
三
十
年
ご
ろ
ま

で
白
菊
町
十
四
│
二
十
五
あ

た
り
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る

が
、
今
は
跡
形
も
な
い
。

堀　昌安の墓（金沢市野田山墓地後割乙1491）

囲 碁 
■出題者 
　七段  向井富治 （金沢市・内科） 

（解答は14面にあります） 

実戦からで白番です。 

　
会
員
の
先
生
、奥
様
、ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の

原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
旅
行
記
、趣
味

な
ど
、テ
ー
マ
は
問
い
ま
せ
ん
。
協
会
事
務
局

ま
で
F
A
X
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
お
送
り

下
さ
い
。
字
数
は
八
百
〜
千
二
百
字
程
度
で
。 




